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巻頭図版1

a.才が迫第1号古墳全景

b.同上主体部全景
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例 言

本書は昭和63 （1988）年度から平成元（1989）年度にかけて調査を実施した山陽自動

車道建設事業に伴う埋蔵文化財包蔵地（東広島市高屋町宮領・小谷地区）の発掘調査

報告である。

発掘調査は日本道路公団広島建設局との委託契約により財団法人広島県埋蔵文化財調

査センターが実施した。

発掘調査は次の者が担当した。

才が迫遺跡 辻満久，大上裕士

宮領1号遺跡尾崎光伸（現・広島県教育委員会)，沢元史代，妹尾周三（現・東広

島市教育委員会)，藤田広幸（現・廿日市市教育委員会）

柳原遺跡 尾崎光伸，林健亮（現・島根県教育委員会）

出土遺物の整理・復元・実測・図面の整理・写真撮影は鍜治益生，沢元が中心となっ

て行った。

本書は鍜治(I ･Ⅲ－3),大上（Ⅱ．Ⅲ－1),沢元（Ⅲ－2)が分担して執筆し，

鍜治が編集した。

本書に使用した遺構の表示は, SB;竪穴住居跡・掘立柱建物跡, SD;溝状遺構，

SK;墳墓・土壌等, SA;柵列, SX;性格不明遺構である。また，本書に使用し

た北方位は第1－1， 2－1， 3－1， 4－1 ． 2図，付図2 ． 3は真北で，他はすべて

磁北である。

第2 ． 3図は建設省国土地理院発行の1 :50,000の地形図（竹原）を使用した。

才が迫遺跡は，当初才が迫第1号古墳と呼称していたが，調査の結果，古墳以外に弥

生時代の竪穴住居跡，中世の基檀などを検出したので，遺跡の名称を変更した。
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2．宮領1号遺跡
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3．柳原遺跡
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I ．はじめに

広島県は， 21世紀に向けて県土の一体化と均衡ある発展を図るため県の発展計画を策定

し，諸施策を推進している。この中でも高速道路網の整備をはじめとした高速交通体系の

整備を最重要課題の一つと位置付け，山陽自動車道や中国横断自動車道の整備に積極的に

取り組んでいる。

このうち山陽自動車道は，大阪府吹田市を起点として瀬戸内側の主要都市間を連絡して

山口県山口市に至る高速道路である。広島県内は福山市から三原市・東広島市・広島市・

廿日市市などを経て山口県へと続く予定で，昭和62 （1987）年3月広島東インターチェン

ジと志和インターチェンジ間が供用を開始して以来，順次その供用区間を延伸してきてい

る。この山陽自動車道の沿線には本郷町の新広島空港建設事業をはじめとし，東広島市の

賀茂学園都市開発整備事業，各地の工業団地造成事業など各種の開発整備事業が計画・実
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行され，高速道路を紐帯とした各地域の発展と相互間の交流が期待されている。

ところで財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下「センター」という｡）では，

山陽自動車道の建設に先駆け，昭和56 （1981）年度から順次埋蔵文化財の発掘調査を実施

するとともに，その成果を報告書として発刊してきた。本書はその第9分冊となる報告書

で，東広島市高屋町所在の3遺跡（才が迫遺跡・宮領1号遺跡・柳原遺跡）についてその

成果を掲載している。

以下， この3遺跡を中心にその調査に至る経過を概略する。 3遺跡が所在する区間は西

条インターチェンジと河内インターチェンジの間で， この区間は昭和53年11月21日，道路

整備特別措置法に基づいて建設大臣から施工命令が出された。その後，昭和58年11月24日

実施計画が許可され，同年11月30日路線発表が行われた。この間の昭和58年8月10日， 日

本道路公団（以下「公団」という｡）は広島県教育委員会（以下「県教委」という。）に対

して，当区間内の文化財の有無ならびに取扱いについて照会した。これに対して県教委は

昭和62年1月，当該区間に古墳9基，古墓3基， また試掘を要する箇所18か所が存在する

旨を回答した。本書に掲載した3遺跡についてはこのうち要試掘箇所として回答されてい

たもので，県教委は昭和62年7月柳原遺跡を，昭和63年7月宮領1号遺跡を， また同年8

月才が迫遺跡をそれぞれ試掘調査し，遺跡と確認して， この旨を公団に回答した。このよ

うな経過を経て公団はセンターに対して昭和63年3月柳原遺跡の，同年9月才が迫遺跡・

宮領1号遺跡の発掘調査を依頼した。これを受けてセンターは公団との間で委託契約を交

わし，各遺跡の発掘調査を実施した。

本報告書は， このような経過を経て発掘調査を実施した才が迫遺跡・宮領1号遺跡・柳

原遺跡の3遺跡について，その調査成果をまとめたもので， この調査成果が地域の歴史研

究の一助となれば幸いである。なお，昭和63年9月に柳原遺跡の遺跡見学会を， また平成

元（1989）年3月には才が迫遺跡・宮領1号遺跡の遺跡報告会をそれぞれ東広島市教育委

員会と共催で開催したところ多数の参加者があり，地元住民の方々の文化財に対する関心

の高さが示された。

なお，発掘調査に際しては，広島県教育委員会のご指導を得るとともに， 日本道路公団

広島建設局及び東広島工事事務所，東広島市教育委員会および地元住民の方々には多大な

ご協力をいただいた。末筆ながら記して謝意を表したい。
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西条～河内インターチェンジ間所在遺跡

NQは要試掘地点で, Nnl～18のうち欠番は試掘調査の結果，遺跡と認められなかった。

－3－

番号 遺 跡 名 所在地 調 査 期 間 備考

1 才が迫遺跡 東広島市高屋町大字宮領 昭和63 (1988)年11月28日

～平成元(1989)年2月10日

Nnl

本書掲載

2 宮領1号遺跡 東広島市高屋町大字宮領 昭和63 (1988)年12月12日

～平成元（1989）年3月10日

平成元(1989)年4月10日～5月20日

NQ4

本番掲載

3 大谷古墓 東広島市高屋町大字郷 現状保存

4 別所第1号古墓 東広島市高屋町大字郷 現状保存

5 別所第2～5号古墓 東広島市高屋町大字郷 平成元（1989）年4月10日～6月13日

6 原田岡山第1 ． 3号古墳 東広島市高屋町大字溝口 平成元（1989)年4月10日～7月28日

7 重兼岡の山古墳 東広島市高屋町大字重兼 現状保存

8 小谷黄幡遺跡 東広島市高屋町大字小谷 昭和62 （1987）年6月8日～12月4日 Nn8

報告書Ⅷ

9 志村西第1号古墳 東広島市高屋町大字小谷 昭和62 （1987）年12月7日

～昭和63 （1988）年2月25日

恥11

報告書Ⅷ

10 志村西第2号古墳 東広島市高屋町大字小谷 昭和63 (1988)年11月14日～12月16日 報告書Ⅷ

11 志村第1 ． 5号古墳 東広島市高屋町大字小谷 昭和62 （1987）年12月7日

～昭和63 （1988）年3月18日

報告書Ⅷ

12 志村第2～4 ． 6～8号古墳 東広島市高屋町大字小谷 昭和63 （1988）年4月11日～10月7日 報告書Ⅷ

13 志村遺跡 東広島市高屋町大字小谷 昭和62 (1987)年12月7日

～昭和63 (1988)年3月18日

昭和63 （1988）年4月11日～10月7日

報告書Ⅷ

14 柳原遺跡 東広島市高屋町大字小谷 昭和63 （1988）年5月16日～9月22日 Nql5

本書掲載

15 東山窯跡 東広島市高屋町大字小谷 昭和63 （1988）年4月11日～5月13日 報告書Ⅷ

16 溝口1号遺跡 東広島市高屋町大字溝口 平成元（1989）年4月10日～9月14日 Nn6

17 竹下遺跡 賀茂郡河内町大字入野 平成元（1989）年4月10日～6月13日 Nnl7



Ⅱ位置と環境

（ 1 ）地理的環境

たかや さい

東広島市は，広島県南部のほぼ中央に位置する。当市は，昭和49 （1974）年，高屋，西

案舗,失繩の四町が合併して市制を施行した比較的新しい市である｡古代には安芸

国分寺，安芸国分尼寺が造られ，政治や文化の中心地であり， また市域を山陽道が通り交

通の要衝でもあった。市内には造り酒屋が点在し，酒造業で全国的に有名である。近年，

賀茂学園都市開発計画による広島大学の統合移転や，東広島ニュータウン建設などの開発

事業にともない，急激に町の様相が変化している。
（1）

当市は，広島県の地形地域区分によれば，大きくは賀茂台地に属する。市域の南半は主

に西条盆地で，市の北西に当たる志和盆地とは白木山山塊で隔てられている。広義の西条

盆地は細かくみると狭義の西条盆地と白市盆地に分けられ，今回調査した遺跡は， この白

市盆地の南端にある白鳥山山地の北辺に連なるなだらかな山麓傾斜面に立地している。

（2）歴史的環境

東広島市では近年の開発事業の増大に伴って,発掘調査が数多く行われるようになった。

ここでは，今回調査した遺跡周辺の主な遺跡を，時代を追って概観する。

旧石器・縄文時代旧石器時代の遺跡は，西条町の広島大学統合移転地内において調査
（2） たく･ち

が行われている。西ガガラ遺跡（西条町田口）では，昭和61 ．62年に発掘調査が行われ，

住居跡，土擴，炉跡などの後期旧石器時代の遺構が検出され，ナイフ形石器・台形様石器

などが出土している｡また,蕊の桑遺錺(西条町LfR)では,昭和63･平成元(1988･89)
年の発掘調査の結果，台形様石器，ナイフ形石器などが出土している。また，縄文時代の

遺跡としては，西ガガラ遺跡で縄文時代早期の住居跡，土擴などの遺構を検出している。
やまなか1,けみなみ （4） かがみやま

また，同じ広島大学統合移転地内の山中池南遺跡（鏡山）は平成3年に調査が行われ，
かがみにしたに （5） みそのう

中期の住居跡，炉跡などの遺構が見つかっている。このほか，鏡西谷遺跡（西条町御薗宇）

では早期,積郷3号遺詠(高屋町熊)では後期の土器片が出土している。
弥生時代弥生時代になると遺跡の数は増加するが主には中期以降に属し，前期の遺跡

さだつけだに （7） じけ

は少ない。貞付谷遺跡（西条町寺家）は，弥生時代後期および古墳時代後期を中心とする
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の集落跡だが，そのほかに弥生時代前期の貯蔵穴や土嫡墓を検出しており，当地域では数
すけひら （8）

少ない弥生時代前期の調査例となった。また，助平1号遺跡（西条町御薗宇）でも，土壌

から前期末の土器片が出土している。中期以降，特に後期には西条盆地の各所に集落が出
にしもと （9）

現する。西本遺跡（高屋町杵原）は弥生時代中期から中世までの遺跡で，昭和50 (1975)

年発掘調査が行われた。調査の結果，弥生時代中期から後期にかけての住居跡や，古墳時

代後期の集落跡と箱形石棺・士擴墓などからなる墳墓群を検出した。東広島ニュータウン
たかやぼり

遺跡群（高屋町杵原・高屋堀）は，昭和60～平成3 （1985～1991）年に発掘調査を行った。

弥生時代や古墳時代の集落跡，墳墓・古墳など， また古代から中世にいたる建物跡，墳墓
じようふくl;． （10）

など多様な性格の遺跡からなる。特に，浄福寺2号遺跡は，弥生時代中期から中世までの

複合遺跡で，昭和61～63年にかけて発掘調査を行った。遺跡の主体は，弥生時代後期の集
（11） （12） ごま （13） （14）

落跡や墳墓群である。このほか，槇ヶ坪1 ． 2号遺跡や胡麻4 ． 5号遺跡では，後期の墳
いしぼとけ （15） よしゆき

墓群が検出されている。石佛遺跡（西条町吉行）は弥生時代から近世までの複合遺跡で，

昭和61 ．62年に発掘調査を行った。中心は弥生時代後期の集落跡で，堅穴住居跡13軒，貯

蔵穴19基などを検出している。

古墳時代古墳時代になるとさらに遺跡数が増加するが，その大半は古墳である。前半

期の古墳は，開墾時などに遺物が見つかった例が多く，発掘調査を行って埋葬施設が明ら
まるやまじんじゃ すけざね

かにされた古墳は数少ない。丸山神社第1号古墳（西条町助実）は，全長約47mの前方後

円墳である。発掘調査は行われていないが，埋葬施設として後円部中央に堅穴式石室ない

しは箱形石棺があるものと考えられている。遺物は，土師器が採集されている。古墳の築

造時期は，遺物や古墳の規模などから4世紀中葉から後半と想定されている。槙ヶ坪第1
（16）

号古墳（高屋町杵原）は，東西約7m,南北約15mの方墳である。昭和62年に発掘調査を

行った。ほぼ南北に延びる尾根に直交する溝を掘り込んでいる。埋葬施設は箱形石棺と土

壌で，そのうち土壌は弥生時代の可能性が考えられている。遺物は溝から土師器蕊が出土

している｡箱形石棺の時期は， 4世紀後半頃と考えられる｡韻古墳(第1号古墳)は，

白鳥山山頂にある白鳥神社の社殿造営の際，堅穴式石室もしくは箱形石棺と思われる埋葬

施設の内部から，三角縁神獣鏡2面と素環頭大刀，勾玉が出土した。古墳の築造時期は，
せんにんづか ごう

出土遺物から4世紀末頃と考えられている。仙人塚古墳（高屋町郷）は，直径約25mの円

墳である。昭和27年に発掘調査が行われ，箱形石棺から珠文鏡，石釧などが出土した。開

墾時に露出した部分のみの発掘調査であったので，箱形石棺以外にも埋葬施設があると思
みつじよう （17）

われる。築造時期は， 5世紀初め頃と考えられる。三ツ城古墳（西条町御薗宇）は，県内

最大の前方後円墳で，規模は全長88.5mである。昭和26年，広島県教育委員会による発掘
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調査が行われ，後円部の墳頂で3基の埋葬施設を確認した。その後，昭和57 (1982)年に

史跡に指定された。また，昭和63年から平成3 （1991）年までの5次にわたって，保存整

備のための部分的な発掘調査が行われた。その際,埋葬施設について詳細な調査が行われ，

3基の埋葬施設のうち第1 ． 2号埋葬施設は「外榔をもつ箱形石棺というべきもの」で，

第3号埋葬施設は箱形石棺であった｡古墳の築造時期は5世紀中葉頃と考えられる｡蕊
むこうやま （18）

向山第2号古墳（高屋町高屋東）は直径7～8mの円墳と推定され，昭和49年に発掘調

査が行われた。埋葬施設は箱形石棺であるが， 「小型の堅穴式石室と思われる」「特異な形

態を示す」ものである。遺物は，墳丘裾部で須恵器（杯・壷）が故意に破砕されたような

状態で出土している。古墳の築造時期は， 5世紀中頃から6世紀中頃と推定されている。

スクモ塚第1号古墳（西条町御薗宇）は， 円丘部径42mの帆立貝形古墳といわれている。

埋葬施設は明らかではないが,墳丘上に葺石と埴輪が確認されている。古墳の築造時期は，

三ﾂ城古墳に次ぐ．と考えられている｡総古墳篝(高屋町高屋東)は,前方後円墳,帆立
貝形古墳を含む計19基で構成される古墳群である。このうち第10号古墳は，堅穴式石室を

持つ円墳で平成元年に発掘調査が行われた。古墳群は5世紀後半から造られ始め， 6世紀

後半頃まで築造が続けられたと考えられている。第10号古墳は6世紀初頭～前半に築造さ
とよが

れ，堅穴式石室を有する第9 ． 14号古墳も6世紀前半に造られたと推定されている。豊ヶ
さき （20） どよまる

崎古墳（西条町土与丸）は，本遺跡の南西約1kmにあり，昭和46年に発掘調査が行われた。

この古墳の埋葬施設は堅穴式石室で，報告書では「石室の側壁，上半部を割石の小口積で

構築しており，下段部分には比較的大型の花崗岩が使用されている」としている。遺物は，

鉄鑛2点が石室掘方内埋土上層から出土している。この古墳の築造時期は， 「側壁構築に

あたって下底面から割石の小口積が行われ」た古墳と比較して， 「箱式石棺的な要素が強

く，時期的には前述の石室よりも下降するものと考えられる」とし， 6世紀前半頃から中

葉頃と考えられている。

当地域では，横穴式石室の導入が他の地域に比べ遅いことが言われている。その最も初
はらだおかのやま （21） みぞ<･ら

期の段階の古墳と考えられるのが，原田岡山古墳群（高屋町溝口）である。本古墳群は4

基の円墳からなり，第1号古墳は直径約11m,墳丘の高さ約2.5mの規模をもつもので，

墳丘裾には外護列石を巡らしている。遺物は，石室内から轡・鏡板といった馬具と耳環な

どが出土した。同じく第3号古墳は，直径約9m,高さ約2mで，遺物としては石室内か

ら須恵器（提瓶)，耳環，鉄釘などが出土した。これらの古墳の築造時期は，第1号古墳

が6世紀後半で,第3号古墳が7世紀初頭と考えられる｡志縛古墳篝(高屋町j､蓉)は8

基の横穴式石室を埋葬施設とする古墳で構成され，昭和62．63年に発掘調査を行った。古
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墳群の立地する丘陵斜面上での各古墳の位置や石室の規模に一定の基準が認められ，集団

内での各被葬者の位置を反映したものと考えられている。古墳群の築造は7世紀前半頃か

ら始まり，石室には幾度かの追葬が行われ，その後11世紀後半から12世紀初頭頃まで再利

用されていたと思われる。

古墳時代の集落は，古墳に比べて調査が進んでいるとは言えないが，近年調査例が増加

してきている｡j､蓉書膳遺獄(高屋町小谷)は古墳時代と中近世の集落跡で,昭和62(1987）

年に発掘調査を行った。 6世紀後半の住居跡を検出したが，調査区内に存在するほぼ同時

期と考えられる墳墓との間に一定の距離があることから，生活空間と埋葬空間という集団

内の規制の存在が推定されている。志村古墳群と同一丘稜上の近接した距離にある志村
（24）

遺跡（高屋町小谷）では，弥生時代後期と古墳時代後期の集落跡，箱形石棺・土擬墓を検

出している。古墳時代の住居跡は6世紀末～7世紀前半に造られているが，その構築状況

から2種類に分類され，同一集落の住居の中に用途の差があることが指摘されている。ま

た箱形石棺・土猫墓は小児用であり，横穴式石室導入以後も伝統的な埋葬施設が造られて
（25）

いたと考えられる。また，東広島ニュータウン遺跡群内の西7地点遺跡では6世紀後半頃

の水田跡が検出され，木製品などが出土している。

古代西条町に安芸国分寺・国分尼寺が建立されるなど，東広島市域は安芸国の政治・

文化．経済の中心地であったと思われるが， この時期の遺跡の数は決して多くない。安芸
さぎた （26）

国分尼寺跡推定地（国分寺東方遺跡群）の東方約200mにある鷺田遺跡（西条町土与丸）

は平安時代から中世の集落跡で，多くの掘立柱建物跡などを検出した。また広島大学統合
（27）

移転地内の東ガガラ窯跡は須恵器の窯跡で，昭和55年に発掘調査を行った。煙出しから灰

原までの窯全体が良好な状態で検出されたが，操業自体は1回だけだったと思われる。築

造時期は9世紀と考えられる。

中世以降中世には，肥沃な可耕地を抱え古代以来安芸国の政治・文化の中心地である

西条盆地への進出を巡って武士団が争った結果，多くの山城が築かれるに至った。大内氏
かしらざき

の安芸国での拠点である鏡山城（西条町御薗宇）や，平賀氏の居城である頭崎城（高屋町
さだしげ

貞重）などである。またこれに伴って，その居住地である屋敷や墓などが盆地内の各所に
くっしよ （28）

ある。別所古墓群（高屋町郷）は石積み墓8基で構成され，発掘調査を行った7基はいず

れも平面方形のもので， このうち3基からは埋葬施設を検出した。遺物は土師質土器・瓦
（29）

などが出土した。古墓が営まれた時期は室町時代と考えられる。溝口1号遺跡（高屋町溝

口）では，掘立柱建物跡5棟，井戸，埋甕，埋鍋などの遺構を検出した。遺物は土師質土

器，陶磁器，古銭などが出土した。遺跡の年代は， 17世紀後半から18世紀前半頃と考えら
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れる｡また,鋭寺(高屋町中島)や廃長楽寺(高屋町龍未)には,鎌倉時代末期から
ちょうらく

室町時代にかけてこの地で多くの石造物制作の発願者となり，その名を石造物の銘に残す
ぎようけん

僧行賢に関連した石造物がある。その石漕・石仏などは僧行賢関係遺品として県の重要

文化財に指定されている。
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Ⅲ調査の遺跡



1 ．才が迫遺跡

（ 1 ）位置と現状（第1‐1図，図版1‐1）

才が迫遺跡は，東広島市高屋町大字宮領1362外に所在する。

本遺跡は，標高約524mの白鳥山を中心とした東西に連なる白鳥山山地の北辺に当たる

山麓傾斜面に立地する。遺跡の周囲は，細かく分岐した尾根が，入野川により形成された

沖積地に向かって延びており，本遺跡もその尾根の頂部に位置する。遺跡の標高は約250

mで，周囲の水田面との比高差は約20mである。

遺跡付近は黒瀬川と入野川の分水嶺となるなど，西条盆地と白市盆地の地理的な境界と

なっている。本遺跡はこの境界を眼下に望み， また西条町から高屋町にかけて広く一望で

きる好位置にある。

周辺には才が迫石棺群があり， また対時する丘陵には，伊柳谷1号遺跡，薬師丸古墓な

ど多くの遺跡や古墳が平地を囲むように存在している。

遺跡の現状は，山林である。
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第1－1図才が迫遺跡周辺地形図(1 :2,000) (アミ目は調査区）
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（2）調査の概要（第1‐2 ． 3図）

才が迫遺跡は,当初試掘調査で検出された竪穴式石室と思われる遺構を調査対象とした。

南から北に延びる尾根の標高250m付近に平坦面が認められ，標高247～248m付近で傾斜

が変わっていた。このため， この平坦面を中心に約20mの範囲に古墳が存在していると想

定して，調査区を設定し掘り下げを進めた。

調査の結果，才が迫第1号古墳のほかに，弥生時代後期の竪穴住居跡1軒(SB1),

中世と思われる石積み基壇1基(SX1)を検出した。

才が迫第1号古墳は，東西約11m,南北約10mの方墳である。墳丘南側は尾根に直交す

る方向で溝を掘り込み，他の3辺は地山を削りだして墳丘裾部としている。墳丘上面は削

平が著しく，盛土は南東側で厚さ15cm残っているだけである。埋葬施設は2基の竪穴式石

室で，墳丘上面ほぼ中央に頭位を同じくして南北に並列している。南側の石室を第1主体

部，北側の石室を第2主体部とした。なお，第1主体部はすでに試掘調査時に確認されて

いた。調査前の現状は，天井石が全て失われており，側壁・小口壁の上端がすべて露呈し

ていた。墳丘の掘り下げを進める段階で明らかになった第2主体部については，天井石の

一部が調査前にすでに地表面に露呈していた。

SB1は，直径約6mの円形の住居跡である。主柱穴は8個で，床面ほぼ中央に炭．灰

の堆積した土擴がある。才が迫第1号古墳を築造する際に，埋められたと思われる。

SX1は，東西約5m,南北約2mの不整長方形の石積み基壇である。土壌などの埋葬

施設と思われる掘り込みは認められなかった。

遺物は，才が迫第1号古墳第1主体部から銅鐡，鉄剣，玉類が，第2主体部から鉄斧，

鉄槍，鉄剣，鉄鑿が出土した。第1号古墳溝埋士から，弥生土器（甕)，土師器（壷・壺

蓋・鉢・高杯）が出土した。また, SB1からは弥生土器（甕・椀）が, SX1からは石

造物（石仏）が1体出土した。
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（3）遺構と遺物

1）弥生時代の遺構と遺物

竪穴住居跡

SB1 (第1-4図，図版1-2～5)

SB1は，丘陵尾根の頂部やや東寄りにあり，才が迫第1号古墳第2主体部と重複して

いる｡平面形は円形で,東西5.8m,南北方向は住居跡の北側約1/3が削平されており,4.8m
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が残っている。壁高は最も残りの良い南側で95cmである。壁面下には壁溝がめぐっており，

幅20～40cm,深さ10cmである。主柱穴は8個で，径23～34cm,深さ45～80cm,柱間はl.25

~2.0mである。床面ほぼ中央に1.4×1.9m,深さ20cmの土壌があり，土壌内部には炭・

灰が堆積していた。

遺物は，弥生土器（饗・椀）が出土した。 1 ． 3は壁溝内埋土から， 2は住居跡床面で

出土した。

第2主体部との新旧関係は, SB1 (古）→第2主体部（新）である。

出十漬物

弥生土器（第1－5図，図版1－23）

甕（1 ． 3） 1は口縁部～頸部の破片で， 口縁部が頸部から外上方に外反してのび， 口縁

端部に面をつくる。調整は，内外面とも横ナデを施し口縁端部の面に3条の浅い凹線をめ

く．らす。色調は淡黄褐色で，胎土に0.5cm大の砂粒を少量含む。焼成は良好である。 3は

口縁部～胴部上半を約1/2欠失するが，胴部下半以下は完形である。復元口径17.0cm,器

高22.6cm,胴部最大径19.0cm,底径4.4cmである。口縁部は頸部から外上方にまっすぐ･の

び， 口縁端部に面をつくる。胴部は底部から外上方に内湾気味にのびる。底部は平底であ

房
、

縁
三三三三

1

O 10cm

－－

第1－5図SB1出土土器実測図(1 : 3)
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るが，底部中央がややくぼむ。調整は， 口縁部内外面に横ナデ，胴部内面の頚部から5cm

の範囲が左上がり，それ以下が右上がりのヘラケズリ，胴部外面に縦方向のハケ目を施す。

色調は黄褐色で，胴部外面にススが付着している。胎士は, lcm大の砂粒を多く含み，焼

成は良好である。

椀（2） 口縁部の一部を欠くがほぼ完形で， 口径9.6cm,器高5.6cmである。 口縁部はや

や内湾し，底部は平底である。調整は， 口縁部内外面に指頭痕が残り，体部内面が横方向

の板ナデ，外面が縦方向の板ナデ，底部外面は板で平坦にしている。色調は， 内面が燈褐

色，外面が淡褐色である。胎土は微砂粒を少量含む。焼成は良好である。

SB1周i刀出士の遺物

SB1の北西約4mの調査区内の斜面で弥生土器数点がまとまって出土した。これらの

土器は, SB1から流出したと思われる。

弥生土器（第1－6図，図版1-23）

甕（4～6） 4は， 口縁部の大半を欠くものの頸部以下がほぼ完形で，復元口径11.9cm,

胴部最大径12.8cln,底径4.0cm,器高17.2cmである。口縁部は，頸部から外上方にまっす

ぐのび口縁端部に面をつくる。胴部は底部からやや内湾気味に外上方にのび，上半の丸み

を持つ肩から頸部に続く。底部は平底である。調整は，胴部内面の頸部から5cmの範囲が

左上がり，それ以下が右上がりの縦方向のヘラケズリで，胴部外面下半には縦方向の板ナ

デを施す。他の部分は不明である。色調は内面燈褐色，外面黄褐色で，胎土に0.5mm大の

砂粒を多く含む。 5は， 口縁部の約1/2を欠くが頸部以下は完形で，復元口径14.2cm,胴

部最大径15.8cm,底径3.6cm,器高22.1cmである。口縁部は，頸部から外上方にやや外湾

気味にのび口縁端部に面をつくる。胴部は緩く内湾し，底部は平底である。調整は， 口縁

部内外面に横ナデ，胴部内面の頸部から5cmの範囲が左上がり，それ以下が右上がりの縦

方向のヘラケズリ，胴部外面に縦～斜め方向のﾉ､ケ目を施す。色調は茶褐色で，胴部外面

下半にススが付着している。胎士は1～2mm大の砂粒を多く含む。焼成は良好であるo 6

は，胴部下半が残っており，底径5.6cmである。胴部は緩く内湾し，底部は平底である。

調整は，胴部内面に縦方向のヘラケズリを施す。胴部外面の一部にはハケ目・板ナデが残

るが，範囲や方向は不明である。色調は内面燈褐色，外面黄褐色で，胎士は1～2mm大の

砂粒を多く含む。焼成は良好であるが，器表面が磨滅し，一部に剥離した部分もある。

椀（7） 完形で， 口径6.6cm,底径3.4cm,器高5.6cmである。底部から外上方にまっす

ぐのびるが， 口縁部は内湾し， 口縁端部は丸くおさめる。調整は， 口縁部内外面に指頭痕

－17－



が残り，体部内面に指ナデ，体部外面に縦方向の板ナデ，底部外面に指ナデを施す。色調

は内面が赤褐色～暗褐色，外面が赤褐色である。胎土は微砂粒を少量含み，焼成は良好で

ある。
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2）古墳時代の遺構と遺物

才が迫第1号古墳

才が迫第1号古墳は，調査区中央やや南寄りにある。墳丘頂部の標高は250mで，丘陵

尾根に立地している。周辺の水田からの比高は24mである。

墳丘（第1－3 ． 7図，図版1－6 ． 7）

墳丘は，緩やかに北へ下る丘陵尾根上の平坦面を利用している。丘陵基部側には，尾根

線に直交して溝を掘り込み，他の3方向は地山を削って平坦面を造り出し墳丘裾部として

いる。墳丘は全体に後世の削平を受けており，特に北西側は大きく崩落しているものの，

平面形はほぼ方形である。盛土は墳丘南東側の最も厚いところで，約15cm残っている。墳

丘の規模は，上面で東西9.5m,南北7.5m,裾部で東西11.2m,南北9.5mである。墳丘

の高さは，墳丘南側の下端から75cmである。

溝は，南北両上端が流失し低くなっているが，現状で長さ10.0m,幅3.0mで，深さは

墳丘側の上端から80cmである。底面はほぼ平坦である。
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遺物は，盛土内からは出土しなかった。溝内埋土からは，弥生土器（甕)，土師器（壺

蓋・脚付壺・壷・鉢・高杯）が出土した。 8は埋土最上層から， 9～28は埋土中層～下層

からまとまって出土した。 8は，他の遺物に比べて大きく時期が異なることから，調査区

外にこの時期の遺構があると思われる。 9～28は，溝底面から10～50cm高い位置から出土

しているため，墳丘の削平などに伴って溝内に流入したものと思われる。

溝内出土遺物

弥生土器（第1-9図，図版1-24)

甕（8） 口縁部～胴部上端の破片で，復

元口径は29.0cmである。口縁部は，頸部

が「く」字状に屈曲して外上方にまっす

ぐのび， 口縁端部は丸くおさめる。頸部

の内面は鋭角な稜をなし，外面には断面

三角形の貼付け突帯が一条めぐる。調整

は，外面の口縁部～頸部が横ナデで，内

面は不明である。外面の突帯下には板状

工具による2条の調整痕がみられる。突

帯の頂部にはへう状工具による浅い刺突

が施されている。色調は，淡黄褐色であ

る。胎土は0.5mm大の砂粒を多く含み，

焼成は良好である。

土師器（第1-9 ･ 10図，図版第1-24

・25）

壺蓋（9 ． 10） 9は，天井部と口縁部

の一部を欠失するがほぼ完形で， 口径

5.9cm,器高3.lcmである。 口縁部と天井

部の境が明瞭で， 口縁部は内湾気味に外

下方にのび，天井部は丸みを持つ。天井

部には2か所に穿孔がなされており，孔

径は5mmである｡調整は， 内面に板状工

具によるナデを施す。外面には， 口縁部

とミ

_L25o5m （

0 5m
ー－－

第1－8図第1号古墳満内遺物出土状況実測

図( 1 : 100)
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に横方向の丁寧なハケ目， 口縁部と天井部の境に刻み目，天井部に細かな板ナデを施す。

色調は茶褐色で，胎土は1～3mm大の砂粒を少量含む。焼成は良好である。 10は， 口縁部

～天井部の破片で，復元口径5.9clnである。口縁部と天井部の境が明瞭で， 口縁部は外下

方にまっすぐ･のびる｡調整は,内外面とも丁寧なナデである｡色調は淡灰褐色で,胎土は0.5

mm大の砂粒を少量含む。焼成は良好である。

脚付壺（11 ． 12） 11は，体部と脚部の一部を欠くがほぼ完形で， 口径4.lcm,体部最大

径11.7cm,脚径5.5qn,器高9.3cmである。口縁部は頸部からほぼ垂直にのび， 口縁端部に

面をつくる。体部は，中央が大きく横に張る「ソロバン玉」状である。脚部は外下方にま

っすぐ･のび，脚端部は丸くおさめる。調整は， 口縁部内外面と脚部内面が丁寧な指ナデ，

体部内面の最大径部分付近には指オサエを施している。体部外面の上半には，丁寧な指ナ

デ後, l条の波状文と3条のへラ描き沈線の間に斜め方向のへラ描き刺突文を施している。

下半は，斜め方向のﾉ､ケ目後指ナデである。また頸部には， 2か所に穿孔がなされており，

孔径は5mmである。色調は淡茶褐色で，外面に赤色顔料を塗布している。胎土は0.5mm大

の砂粒を少量含む。焼成は良好である。 11は壺蓋（9） とセットになると考えられる。 12

は， 口縁部～体部上半の破片と完形の脚部で，接合しないが同一個体と思われる。復元口

径4.0cm,脚径6.3cmである。口縁部は頸部からやや内傾気味に立ち上がり， 口縁端部に面

を持つ。体部は内湾気味で，脚部は「ハ」字状に開き，脚端部には面をつくる。脚部の断

面には，円柱状の粘土に体部と脚裾部を接合したと思われる痕跡が観察できる。調整は，

口縁部～体部内面が横ナデ， 口縁部外面が横方向のヘラミガキ，体部外面は縦方向のヘラ

ミガキを施す。体部外面には波状文が残る。脚部内面は，横方向の板ナデ，脚柱部には横

方向のヘラミガキ，脚裾部外面は丁寧な指ナデ，脚部内面はヘラオサエで，一部に横方向

のハケ目が残る。また頸部には，穿孔がlか所あり，孔径は5nnである。色調は体部内面

が暗黄褐色で，他の部分が茶褐色である。胎士は0.5～2mm大の砂粒を小量含む。焼成は
、

良好であるo l2は壺蓋(10)とセットになると考えられる。

"(13～15) 13は頸部～底部の破片で，頸部復元径5.0cm,体部最大径13.5cm,底径1.0

cmである。頸部下端に突帯を1条持ち， 口縁部が外上方にのびる。体部は楕円形で，底部

が僅かに残る。調整は，頸部内面が指ナデ，頸部外面の突帯にはへう状工具による刺突を

施す。体部内面は，上半が斜め方向のヘラケズリ，下半が斜め方向の板ナデである。体部

外面は，上端付近に4条以上の櫛描波状文を施し，下半の一部に横方向の板ナデの痕跡が

残る。色調は黄褐色で，胎土は1～2mm大の砂粒を多く含み，焼成は良好である。 14は頸

部以下がほぼ完形で，頸部径6.2cm,体部最大径15.2cm,底径2.0cmである。体部が楕円形
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で，底部が僅かに残る。調整は，体部内面に板ナデが一部残り，体部外面下半が横方向の

ハケ目後，指ナデを施す。色調は淡黄褐色で，胎土は1～2mm大の砂粒を多く含み，焼成

は良好である。 15は口縁部～体部下半の破片で， 口縁部は破片であったため図面上で復元

した。復元口径18.lcm,体部最大径20.0cmである。口縁部は二重口縁で，頸部からほぼ水

平にのびたのち大きく屈曲し，上方に外反気味にのびる。口縁端部は丸くおさめる。体部

は最大径部分がやや横に張り出した球形である。調整は， 口縁部内面上半が横方向の板ナ

で
8
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第1－9図第1号古墳櫛内出土土器実測図I (1 : 3)

－22－



デ， 口縁部外面の一部に縦方向のヘラミガキが残る。胴部内面上端にはしぼり込みの痕跡

が残る。体部内面下半は，縦方向のヘラケズリで，外面下半は，縦・斜め方向のハケ目後

一部にヘラナデを施している。色調は淡黄褐色で，胎土は1～2mm大の砂粒を多く含み，

焼成は良好である。

鉢（16～22） 16は底部の破片で，底径0.8cmである。体部が底部から外上方に内湾気味

に立ち上がる。底部中央は僅かに平坦になる。調整は，内面が縦方向の板ナデ，外面が不

定方向の細かいハケ目である。色調は内面黄褐色～暗灰色，外面淡茶褐色で，胎土は1mm

大の砂粒を少量含む。焼成は良好である。 17は口縁部～底部の破片で，復元口径・体部最

大径とも7.8qn,底径l.3cm,器高4.2cmである。口縁部は頚部から外上方にのび，体部最

大径部分は頸部の直下にある。体部は内湾し，底部が僅かに平坦になる。調整は， 口縁部

内外面が横ナデ，体部内面上半が指ナデ，体部外面上半が横方向の粗いハケ目，体部外面

下半と底部がハケ目後指ナデで，底部は調整を施した後下方に押しつけて平坦にする。色

調は淡茶褐色で，胎士は1～2mm大の砂粒を多く含む。焼成は良好である。 18は口縁部～

体部下半の破片で，復元口径7.8(m,体部最大径8.0cmである。口縁部は頚部から外上方に

まっすぐのび， 口縁端部を丸くおさめる。体部は内湾する。調整は， 口縁部内外面と体部

内面・外面上端付近が横ナデ，体部外面上半が縦方向の細かいﾉ､ケ目である。色調は淡茶

褐色で，胎土は1mm大の砂粒を少量含む。焼成は良好である。 19は口縁部～体部下半の破

片で，復元口径9.Ocm,体部最大径9.2cmである。口縁部は頸部から内湾気味に外上方にの

び， 口縁端部は細く引き出す。体部は内湾する。調整は， 口縁部内外面が横ナデ，体部内

面が横方向のヘラケズリである。色調は内面淡黄褐色～暗褐色，外面赤褐色で，体部内面

に赤色顔料が付着している。胎士は1mm大の砂粒を少量含み，焼成は良好である｡20は口

縁部～体部下半の破片で，復元口径9.3cm,体部最大径9.6cmである。口縁部は頸部から内

湾気味に外上方にのび，頸部内面に稜を持つ。体部は内湾する。調整は， 口縁部が横ナデ，

体部内外面が横方向のヘラミガキである。また体部内面には指頭痕が残る。色調は明茶褐

色で，胎土は1～2mm大の砂粒を多く含む。焼成は良好である。 21は口縁部～底部の破片

で，復元口径10.9cm,体部最大径10.8cm,底径1.5cm,器高8.2cmである。 口縁部は頸部か

ら外上方にまっすぐのび， 口縁端部を細く引き出す。体部は内湾し，底部が僅かに肥厚す

る。調整は， 口縁部内外面と体部内面上半・体部外面上端付近が横ナデ，体部内面下半が

丁寧な指ナデ，体部外面には縦～斜め方向の丁寧なハケ目を施す。色調は淡茶褐色で，胎

土は1mm大の砂粒を少量含む。焼成は良好である。 22は頸部～底部の破片で，体部最大径

12.4cmである。体部が内湾し，底部は丸底である。調整は，体部内面の頸部から下へ2cm
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の範囲が横方向のヘラケズリ，それ以下が斜め方向のヘラケズリ，体部外面中位が横方向

のヘラミガキ，外面下半が縦方向のヘラミガキである。色調は淡黄褐色で，胎土は0.5mm

大の砂粒を多く含む。焼成は良好である。

高杯（23～27） 23は口縁部～杯部下端の破片で，復元口径22.0cm,脚柱部上端の径3.6

cmである。杯部は脚柱部上端からほぼ水平気味に広がる。口縁部は外上方にまっすぐのび

たのち，外側に屈曲し内湾気味に外上方にのびる。口縁端部はわずかに下方に拡張し，面

をつくる。調整は， 内面の口縁部下半～体部に横方向の丁寧な板ナデ， 口縁部内面上半に

斜め方向の丁寧なハケ目後，横方向の板ナデを施す。口縁端部に横ナデ， 口縁部外面上半

に横方向のヘラミガキを施す。口縁部外面下半は不明である。杯部外面は横方向のヘラナ
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デである。色調は燈褐色で，胎土は0.5mm大の砂粒を多く含む。焼成は良好である。 24は

口縁部～脚柱部が残っており，脚柱部上端の径は3.9cmである。杯部は脚柱部上端から水

平気味にのび， 口縁部は外上方にまっすぐのびる。脚柱部はやや広がりながら下方にのび

る。調整は，脚柱部内面上端から約lcmの範囲が棒状工具による成形後未調整で，それ以

下が同じ工具による横方向のナデである。脚柱部外面は横ナデで，他の部分は不明である。

色調は淡黄禍色で，内外面の一部には赤色顔料が残る。胎土は’～2mm大の砂粒を少量含

む。焼成は良好である。25は杯部下半～脚端部の破片で，復元脚径13.8cmである。杯部は

外上方にのび，脚柱部はほぼ垂直で，脚裾部は脚柱部下端で大きく屈曲し外下方にまっす

ぐのびる。脚端部は丸くおさめる。調整は，杯部内面がヘラミガキ，脚柱部内面上半は，

棒状工具による成形を行い，横ナデを施す。脚柱部内面下半は横ナデ，脚柱部外面は縦方

向のヘラミガキ，脚裾部内面が斜め方向のハケ目である。また脚裾部の4か所には穿孔が

みられる。色調は淡黄褐色～淡茶褐色で，外面の一部に赤色顔料が残る。胎土は0.5～2

m大の砂粒を多く含む。焼成は良好である｡26は杯部下半～脚柱部上半の破片で，脚柱部

上端の径は4.3cmである。杯部は脚柱部から外上方にまっすぐのびる。器壁の褐離により

杯部内面中央には脚柱部の上端が露出している。調整は，脚柱部内面が棒状工具による成

形後未調整で，杯部と脚柱部外面が横ナデである。色調は淡黄褐色で，胎土はlmm大の砂

粒を多く含む。焼成は良好である。27は脚裾部が残っており，復元脚径12.8cmである。脚

柱部から外側に大きく屈曲し， 「ハ」字状にまっすぐ広がる。脚端部は丸くおさめる。裾

部上半の4か所には円孔をあけている。調整は，裾部内面が斜め方向のハケ目，外面が斜

め方向のハケ目後ナデを施している。色調は燈褐色で，胎土は0.5mm大の砂粒を多く含む。

焼成は良好である。なお， 23と27は同一個体の可能性がある。

埋葬施設

第1主体部（第1－11 ． 12図，図版1－9～16）

第1主体部は，墳丘頂部平坦面の中央よりやや南側に位置する竪穴式石室である。墳丘

南側の溝とほぼ平行しており，長軸方向はN87｡Wである。

石室掘方は，墳丘盛土が殆ど残っていないため明確ではないが，おそらく地山面から掘

り込まれたと思われる。平面形は隅丸長方形で，上端での規模は東西4.2m,南北2.2m,

底面では東西3.9m,南北1.7m,深さは最も残りの良い北東隅部分でl.15mである。掘方

底面は，ほぼ平坦である。

石室は，一辺15～50cm,厚さ10～20cmの板状の石を用いて築かれている。石室の規模（内

－25－



1

1
○
蹟
一
．
苛
一

画’

A
－

Ｅ
ト
○
四
㈲
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｍ ｡

－

河
一

V

山と.“Z－

．V

－

V

0 2m
か

第1－11図第1号古墳第1主体部実測図（1 ：60）

－26－



法）は床面で，長さ2.93m,東側の幅96cnl,西側の幅84cmである。東側の幅が広いため，

頭位は東であったと考えられる。石室の構築に際しては， まず石室掘方底面の東西2か所

を石室の長軸に直交する方向で掘り込み，各々に棺台石と考えられる長方形の石を据えて

いる。棺台石の掘方は，石室掘方の東西方向の下端からそれぞれ約90qn内側にあり，規模

は長さ75～90cIn,幅35～50cm,深さ10～14cmである。これらの棺台石の上面はやや内傾し

ているものの，その高さはほぼ同じで，南北方向も水平である。棺台石と石室東西壁の距

離は，東壁までが25cm,西壁までが40cmで，棺台石相互の間隔はl.89mである。東側棺台

石の掘方が石室南壁最下段の石の下にまで及ぶことから，棺台石を石室掘方床面に据える

ことで，石室掘方の中での石室自体の位置の決定がなされたものと思われる。次に各壁の

基礎となる石を掘方底面に並べるが，個々の基底石の掘方はない。各壁とも積み上げる際

には， 1段ずつ高さを揃えようとした傾向が窺える。北

壁と東壁は石の大きさも概ね揃っているが，南壁は板状

の大きな石を使ってはいるものの，隙間に小礫を入れて

高さを合わせている。西壁は四壁の中でも特に残存状態

が悪いが,石の積み方については南壁と同じ状況である。

石室各壁の傾きに注目すると，東壁と北壁中央付近が最

上部でやや内側に迫り出している他は，垂直からやや上

開き気味になっている。石室の各壁と掘方との間はほぼ

土砂だけで埋められており，裏込めの石は殆どみられな

い。このことは，石室の各壁が上開き気味になっている

ことと関連があると思われる。また，四壁ともその上部

は崩落あるいは抜き取りにあっていると思われ，特に中

央から西側が残りが悪い。このため天井石は1枚も残っ

ておらず，周囲にそれと思える石もなかった。これは，

石室が撹乱を受けた際に持ち去られたと思われるが，石

室の天井が木製であった可能性もあろう。

遺物は，鉄剣1点，銅鐡1点，勾玉2点，管玉15点が

出土した。鉄剣は東側棺台石の上面から，銅鑑は東側棺

台石から約20cm石室の内側にある亜角礫の上から出土し

た。玉類は東側棺台石周辺と石室中央やや南寄りからも

出土したが，主には東側棺台石から約50cm,石室北壁か

全”幻
秤

=二7

O 1m
心

第1－12図第1号古墳第1

主体部遺物出土状況実測図

(1 :30)
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ら約20cm内側の，径約30qnの範囲に集中していた。ただ，鉄剣は切先が石室内側を向いて

おり， また銅鑑の載っていた石は転落したものと思われることから， これらの遺物は原位

置を保っていないのではないかと考えられる。また，唯一原位置を保っていると思われる

玉類にしても，その出土位置は石室中心線よりも北にずれている。

出土遺物（第1－13図，図版1－26）

鉄製品

鉄剣（28） 一部に欠損や錆化が進んでいるもののほぼ完形で，全長25.0cm,刃部長14.7
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cm,茎部長10.3cmである。幅は，切先から2.3cmの部分で3.0cm,切先から2.7cmの部分で2.5

(m,刃部下端で3.3cm,茎部上端で1.7cm,茎部中央付近で1.3cm,茎部下端では1.5cmであ

る。平面の形状は，切先から外方にまっすぐ延びたのち一旦くびれ，再び直線的に刃部下

端に向かって延び，切先から11.5cm付近で幅を広げ関はやや鋭角に開く。茎部は中央付近

がやや細くなっているものの，直線的である。断面の形状は，刃部はレンズ状で，茎部は

長方形である。茎部には，木質が良く残っており，木目が茎部に対して平行に走っている。

把部の柄縁部分は，残存する木質や刃部の錆から直線的と思われる。 目釘穴はない。

銅製品

銅鑛（29） 茎部先端と片方の刃部下端を欠損している。残存長3.6cm,刃部長2.2cm,刃

部最大幅1.8cmである。刃部は全体的に内湾気味で，関は鋭角に開いている。

玉類

勾玉（30．31） 2点とも完形で, 30は長さ1.55cm,頭部の厚さ5mm,孔径2m, 31は長

さ1.6m，頭部の厚さ5mm,孔径3mmである。どちらも紐孔を両方向から穿孔し，中央部

分は径1mmと狭くなっている。側面には平坦面を残している。色調は淡白緑色で，材質は

メノウである。重さは30が1.569, 31が1.44gである。

管玉（32～46） 32は割れていたが，他は完形である。紐孔はいずれも上下両方向から穿

孔する。各個体の計測値・色調・材質は，第1－1表に示す。

第2主体部（第1－14図，図版1－9～11 ． 17～20）

第2主体部は，墳丘頂部平坦面の中央のやや北側に位置する竪穴式石室である。長軸方

向はN88｡Eである。第1主体部の長軸方向と5･ずれるだけで，ほぼ平行している。石室

第1号古墳第1主体部出土玉類計測表－

－29－

NQ 長さ

(画）

径

(m)

孔径

(m)

色 調 重さ

(9)

材 質 Nn さ
〕
長
い

径

(mm)

孔径

(m)

色 調 重さ

(9)

材 質

32 3．55 9 3 濃緑色 5．41 碧 玉 40 1．45 4.5 1.5 灰緑色 0．81 碧 玉

33 1．95 6 2 灰緑色 1．42 〃 41 1．30 4.5 1.5 灰緑色 0．39 〃

34 1．95 5 2 淡灰緑色 1．30 〃 42 1．30 4.5 2 灰緑色 0．47 〃

35 1．90 5 2 濃緑色 1．00 〃 43 1．25 5 2 乳緑色 0.48 珪質凝灰岩

36 1．75 7 3 灰緑色 1．44 〃 44 1．30 4 2 淡灰緑色 0．42 〃

37 1．70 4 2 濃緑色 0．75 〃 45 1．30 5 2 灰緑色 0．46 碧 玉

38 1．60 6 3 淡灰緑色 1．34 珪質凝灰岩 46 1．05 5 2 灰緑色 0．72 〃

39 1．55 6 1.5 灰緑色 0．68 碧 玉



の北東隅が, SB1と重複している。

石室掘方は，地山面から掘り込まれたと思われるが全体的に削平が著しく，南東隅から

北西隅に向かって大きく削られている。このため平面形はいびつであるが，ほぼ隅丸長方

形と考えられる｡上端での規模は東西3.7m,南北1.95m,底面では東西3.35m,南北1.75m,

深さは最も残りの良い北東隅部分で, 0.75mである。掘方底面は，ほぼ平坦である。

石室の規模（内法）は床面で，長さ2.35m,東側の幅0.84m,西側の幅0.74mである。
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床面での石室の形状は，長方形である。東側の幅が広いため，頭位は東であったと考えら

れる。石室の構築は， まず石室床面に大きさ40～75cm,厚さ5～20cmの板状の石を広口積

みに立て並べている。この基底石は，北壁中央の2個が僅かに地山を掘り込んで据えられ

ている他は掘方がなく，地山上あるいは床面を形成するために入れた厚さ5cmほどの暗赤

褐色粘質土の上に据えている。各壁は北が5枚，南が4枚，東が2枚，西が1枚で構成さ

れている。南北壁と西壁の後ろ側には，同じく広口積みで更に1列立て並べているが，内

側に立てた石の隙間を塞ぐように配置したことが窺える。北が5枚，南が6枚，西が2枚

の石を使っている。四壁の位置関係をみると，西壁は南北壁に挟まれる形となり，東壁は

南北壁の東端小口部分を覆うように配している。この際，北壁の長さを南壁と同じになる

ように外側の石で調整している。南北壁を比較すると，南壁は内側に4枚の大きな石を使

っているのに対して北壁は東側の石が特に小さくなっており，内側の石では南北壁の長さ

が合わず，北壁外側東端の石の小口部分で長さが合っている。このことから，石室は西壁

の石を最初に置き南壁から北壁の順でそれぞれ西側から並べる。更に，南北壁と西壁の裏

側の石を内側と同じ順序で置き,最後に東壁を据えたと考えられる。2段目以上は,一辺25

~75cm,厚さ5～20cmの偏平な角礫を小口積みあるいは長手積みにしている。 1段積むご

とに，高さを揃えようとしたことが窺える。石室の高さは，最も残りの良い東壁で5段残

っており, 75cmを測る。

石室各壁の傾きは，南北壁が内側に大きく傾いているのに対して，東西壁はほぼ垂直で

若干内傾する程度である。内部の木棺が腐食・倒壊するとともに，元来個別の掘方を持た

ず不安定であった基底石が土圧に押されて大きく内傾したと思われる｡石室の裏込めには，

前述の通り基底石の後ろに更に1列板石を立て並べただけで，それらの石を押さえる石は

見あたらず土砂だけで埋めており，版築などの作業は行っていない。

なお，東壁最上段の石はその下の段の石よりも大きく，南北壁にも掛かっているため天

井石である可能性がある。床面からこの石の下端までの高さは65cmである。

遺物は，石室床面から鉄製品（剣・槍・斧・鑿・用途不明鉄製品）各1点が出土した。

そのうち剣・槍・鑿は石室北壁から約10cm内側で，石室の長軸に平行してほぼ直線的に並

んでいた。斧・用途不明鉄製品は石室南壁から約10cm内側に入った，頭位と思われる位置

のすぐ西側で，固まって出土した。また，石室北側から出土した遺物は，東から槍，鑿，

剣の順に並んでおり，剣・槍は切先を東に向けていた。剣の西側には長さ約30cm,幅2～

3cmの赤と黒の漆膜の痕跡が残っており，槍の柄と思われる。槍の切先から漆膜西端まで

の距離は， 1.35mである。しかし漆膜の痕跡は，床面の土砂に染み込んだ状態であり，更
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に長かった可能性もある。

遺物と石室の壁との間が約10cmの幅で開いており， これらの遺物をその内部に納めた木

棺の棺材の厚さがほぼこの値を示すものと思われる。 このことから，木棺の規模は内法で

長さ約2.1m,幅約0.6mと推定される。

出土遺物

鉄製品（第1－15図，図版1－27）

剣（47） 一部欠損するがほぼ完形である。錆化が進み，全体的に表面が剥離している。

全長33.8qn,刃部の長さ28.7cm,茎部の長さ5.lcmである。刃部の幅は，切先から4cmの

位置で2.3cm,同じく23cmの位置で2.8cm,茎部の幅は2.0cmである。切先は鈍く丸みをお

びる。刃部は直線的で，切先から26.5cmの部分から関に向かってやや外反気味に幅を広げ

る。関部は，直角ではなく緩く内湾気味に茎部に続く。断面形は刃部がレンズ状，茎部が

長方形である。厚さは刃部で0.6cm,茎部で0.5cmである。茎部には，下端から1.3cmのと

ころに径0.5cmの目釘穴がある。刃部と茎部の一部に平織りの布片が付着しており，茎部

の布片の下には木質が僅かに残っている。また刃部には赤と黒の漆が所々に残っており，

漆塗りの鞘に入っていた可能性もある。

槍（48） 完形であるが，全体的に錆化が進みかなり表面が剥離している。全長23.5cm,

刃部の長さ19.1cm,茎部の長さ4.3cmである。刃部の幅は，切先から10.5cmの位置で2.4cm,

茎部の幅は，上端で1.8cm,下端付近で1.3cmである。切先は鋭く，刃部は切先から2.5cm

の位置から直線的に伸びる。関はやや鈍角に開く。断面形は，刃部がレンズ状，茎部が長

方形である。厚さは，刃部，茎部とも0.5cmである。茎部には，下端から2.4cmのところに，

径0.3cmの目釘穴があり，柄は呑口式である。柄と刃部に木質が残っており，その一部に

黒漆が付着している。漆塗の木製の鞘に入り，前述の通り漆塗の柄を装着した状態で副葬

されたと考えられる。

鑿（49） ほぼ完形であるが，全体的に錆化が進んでいる。全長22.5(m,刃部の長さ3.2

(m,首の長さ14.4cnl,茎部の長さ4.9cmである。断面形は，刃部と茎部が長方形で，首中

央部が正方形である。厚さは，首中央部が0.9cm,茎部が0.5cmである。刃部は片刃で，刃

部の幅は0.9cmである。茎部側の先端から4.9cmまで木質が付着しており，刃部から首にか

けて平織りの布片が付着している。

斧(50) 刃部の一部を欠失した有袋鉄斧である。全長8.2cm,刃部の残存幅3.5cmである。

刃部の幅を復元すると4cmである。袋部の内法は長径3.4cm,短径l.1cm,袋部上端での幅

は3.8cmで，断面形は楕円形である。刃部先端から2.8cm付近が最も幅が狭く，そこから刃
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部先端にむけて「ハ」字状に広がる。肩部はない。全体に平織りの布片が付着し，袋部を

覆うようにも残存するため，斧に柄を付けず布でくるんで副葬したと考えられる。

用途不明鉄製品（51） 両端を欠失しており，残存長9.3cm,幅lcmである。断面形は長

方形で，厚さ0.5cmである。一部に木質が付着している。用途は不明であるが，鑿の可能

性もある。

3）中世の遺構と遺物

石積み基壇

SX1 (第1-16図，図版1-21)

SX1は，第1号古墳の北側約8mにある石積み基壇である。北向きの緩斜面を東西

11.3m,南北4.7mの範囲で掘り込んで不整長方形の平坦面を造る。平坦面の規模は，東

西9.7m,南北2.9mで，深さは南側で75cmである。

この平坦面上に, 10～50cm大の亜角礫を2～3段積み，直線的に並べながらその内側に

淡黄褐色土を入れて基壇を築いている。基壇の平面形は不整長方形で，規模は南西側を削

平されているが，東西5.2m,南北2.2m,高さは北東隅で40cmである。石積みは，北面と

東面が残っており，北面の長さ約4.5m,東面の長さ約1.6mである。基壇北辺の東側隅か

ら約1m付近には, 50cm大の板状の石を置いた階段状の施設がある。基壇上面には角礫が

散在しており，墓標石に用いられた可能性が考えられるが，埋葬施設などの掘り込みは検

出できなかった。

遺物として，基壇上面の北東隅で前に倒れた状態で出土した石造物（石仏） 1体がある。

出十漬物（第1-17図）

石造物

石仏（52） 高さ36.lcm,最大幅21.2cm,厚さ14.8cmで蓮座から基部のあたりを僅かに欠

失している。座像で，像高24.O(m,像の幅16.6cIn,蓮座の高さ4.0cmである。像・蓮座と

も浮彫りである。光背は舟形光背を意図していると思われるが,光背頂部は丸くおさめる。

石仏全体を光背頂部を中心とした縦断面三角形状に仕上げている。石仏の基部は粗く切断

している。調整は鮎表面の像の周囲をわずかに彫り下げ，厚みを強調している。光背の縁

辺部分は粗いケズリを施している。中間部分は丁寧なタタキである。裏面には一部に自然

面を残すなど全体的に幅3cmの粗いケズリである。手．足の組み方は明らかではない。蓮

座部分も表面が欠失しており，蓮弁の数は不明である。像の胸部中央を彫りくぼめている

が，宝珠を表したとも考えられる。表面の風化が進んでいる。材質は花崗岩である。室町
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時代頃に造られたと思われる。

’

0 10cm

ー一

第1－17図SX1出土遺物実測図(1 : 4)

（4）小結

才が迫遺跡の調査では，当初確認されていた才が迫第1号古墳のほか，弥生時代後期の

竪穴住居跡1軒(SB1),中世の石積み基壇1基(SX1)を検出した。ここでは, S

B1と特に才が迫第1号古墳を中心に，その特徴などを述べ， まとめにかえたい。

弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構はSB1である。本遺跡の住居を造った人々は，水田耕作を生活基盤に

していたと考えられる。遺跡北側の平野部は，かなり多くの人口を支えられるだけの広さ

があるものの，本遺跡はそれに見合う規模の集落ではない。尾根の幅が狭いという立地上

の制約があるにもかかわらず， この地に住居を営んだのは，弥生時代後期を中心とした東
（1）

広島ニュータウン遺跡群などから推察できるように，人口の増加に伴って新たな耕作地を

開拓する必要に迫られ，本遺跡北側の平野部や，周辺の尾根の間の僅かな土地を耕作地と
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したためであろう。次にSB1は，埋土の断面観察から第1号古墳よりも古いことが明ら

かであるが，埋土に一度に埋まったような状況が見られることから，第1号古墳築造時に

住居跡が完全に埋まらず残っており，墳丘盛土を行う際に埋められた可能性もある。

弥生時代の遺物は, SBl内出土土器(1～3) と, SB1周辺出土土器(4～7),

第1号古墳溝出土土器（8）がある。 1は， 口縁端部に凹線を残すことから後期前葉， 2

． 3は底部が小さく，やや体部が張ることから後期後葉と考えられる。 4～7は，甕の体

部が張らず寸胴気味であることから後期中葉と考えられ，その出土位置からみると, SB

1から転落したものと思われる。8は，刻み目を施した貼り付け突帯を1条巡らしている。

口縁部の破片であるが，弥生時代中期に属すると考えられる。

従って, SBlは後期中葉頃建てられた後，後葉まで存続していたと考えられる。また

溝出土土器は，端部が磨滅していないため，本遺跡が立地する尾根にこの時期の住居跡な

どの遺構があると思われる。広義の西条盆地では弥生時代中期に属する遺跡が確認された

例は少なく，特に白市盆地南側丘陵では，宮領1号遺跡で住居跡などの遺構が検出されて

いるだけである。この点で，本遺跡における弥生時代中期の土器片の出土は，西条盆地で

の当該期の集落の広がりを推測するうえで重要と思われる。

古墳時代の遺構と遺物（才が迫第1号古墳）

立地について才が迫第1号古墳が，狭義の西条盆地の北端から白市盆地ほぼ全体を見

渡すことができる好位置にあることは， より広い地域に古墳の存在を知らしめ誇示しよう

とした現れであり，古墳築造に際してより広い範囲にその新進の墓制を示すことによる政

治的な意図が強く働いていたと思われる。西条盆地で本古墳に後出する首長墓と考えられ

ている古墳でも同じことが言えるが，古墳から見える範囲についていえば本古墳の方が広

い。

墳丘・溝について本古墳の墳丘は，東西にやや長い方形である。墳丘南東側に厚さ約

15cmの盛土が残っていたが，大部分の盛土は流出したと思われる。墳丘南側には直線的な

溝を掘り込み，北側と東西両側は丘陵斜面を削って平坦面を造り出すことによって墳丘裾

部としている。

ここでは，墓域を区画する溝のあり方について，本古墳に先行する周辺の弥生墳墓と比

較してみたい。
（2）

西本遺跡A地点の「周溝墓状遺構」では，斜面上側にのみ「L」字状の溝を掘り込んで
（3）

いる。槇ヶ坪2号遺跡では，円弧状の溝で区画した墓域をもつ墳墓群があるが，その区画

内の中心には，墓群中，規模や構造で優越性の際立った埋葬施設があり， この円形区画が
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（4）

特定個人のための墓域区画として成立したことが推定される。浄福寺2号遺跡第3墳墓群

は， 「L」字状や弧状の溝を斜面上方に掘り込んでいる。この墳墓群は，箱形石棺など合

計52基の埋葬施設からなるが，溝は墳墓群の中の小単位を区画するためのものと考えられ

ている。これらの弥生時代の例は，いずれも墓域を区画するという点においては本古墳の

溝と何ら変わりはないが，完全に墓域を取り囲むような形にはなっておらず，墓域の内外

を隔離し墓域としての範囲を外界から遮断するという意味において,古墳の溝とは異なる。

本古墳では地山整形と盛土を行うことにより，墳丘をより高く見せる視覚的な効果を考

えて築造され,築造当時には尾根上に台形の墳丘が屹立しているように見えたと思われる。

即ち，墳丘を方形に整形し，高く盛り上げるといったことが意識的に行われ，明確に墓域

を設定していることから，すでに古墳の墳丘という概念が定着していることが窺える。

埋葬施設について本古墳では，異なった構造の2基の竪穴式石室を検出した。それぞ

れの石室の詳細についてはすでに述べたが，第1主体部の石室は，板状の亜角礫を垂直か

らやや上開きに積み上げて四壁とし，石室床面に棺台石を配している。第2主体部の石室

は，板状の石を広口積みで内外2列に立て並べた後，側壁の2段目以上は角礫を小口積み

あるいは長手積みで積んでいる。この2基の竪穴式石室は，石室の規模から， 「竪穴式石
（5） （6）

室A群」あるいは「短小型」とも呼称される石室の範鴎でとらえられる。

このうち第2主体部は，当地域における弥生時代以来の埋葬施設である箱形石棺と竪穴

式石室の要素を併せ持ったものと言うことができよう。第2主体部に類する石室は，以前

からその特徴的な石室構造が注目されており， 「全体的に箱形石棺の構築方法と共通性が
（7） （8）

あり，その系統上にあるものと思われる」とか， 「箱形石棺的な要素が強い」などの分析

が行われている。第2主体部に類似する石室を有する古墳を西条盆地内で挙げると，三ツ
（9） （10）

城第2号古墳，森信第10号古墳がある。三ツ城第2号古墳の埋葬施設は，石材のほとんど

が失われているが，板状の石を広口積みにした側壁の一部が残っており，内外二重になっ

ている。森信第10号古墳は，四壁とも最下段の石は板石を広口積みにしている。豊ヶ崎
（11）

古墳でも小規模ではあるが同様の石室が確認されている。

三ツ城古墳群の第1号古墳第1号埋葬施設は， 「箱形石棺を内包する割り石の小口積み

ないし横積みの竪穴式石榔｣， あるいは「一見竪穴式石室状の形態」で，第2号埋葬施設

は「2重の箱形石棺とでも言うような竪穴式石榔」と観察されており，第3号埋葬施設も
（12）

第2号埋葬施設の「2重の箱形石棺」の内側だけ造ったような構造である。近年行われた
（13）

発掘調査で，第2号古墳が第1号古墳に先行して築造されたことが確認されたが， これら

第1号古墳の3基の埋葬施設は，先に築造された第2号古墳の埋葬施設から発展した形態
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と見ることが可能である。以上のような構造上の観察からみると，第2主体部のような埋

葬施設は，才が迫第1号古墳第2主体部→三ツ城第2号古墳→三ツ城第1号古墳→森信第

10号古墳→豊ケ崎古墳のような変遷で把握できそうである。

次に，埋葬施設の築造順について考えてみると， 2基の石室掘方がほぼ墳丘頂部中央に

並列していることから，古墳築造当初から2基の埋葬施設を設けることが想定されていた

と考えられる。また2基の埋葬施設の，掘方西側の上端が直線的に並ぶことから，墓擴が

並列するよう意図したのではないかと思われる。掘方の切り合いがなく，墓擴を掘りこん

だ高さも明らかでないため， 2基の築造順は石室の構造や遺物などから推定するほかない

が，石室でみると，規模は明らかに第1主体部が大きく，掘方も深い。また，第1主体部

が尾根の上方側に位置することから，第1主体部の構築に主眼を置いていたと思われる。

このことから，第1主体部が第2主体部より先行して構築されたと判断できるが，両者の

時期差は極めて小さいと考えられる。

遺物について埋葬施設内出土の遺物は，第1主体部が武器と装身具，第2主体部が武

器と農工具で構成されている。このうち第1主体部では玉類が，第2主体部では5点の鉄

製品が原状を保っていると思われる。 2基の埋葬施設とも被葬者の頭位は東であったと考

えられる。第1主体部では,玉類はほぼ被葬者の右腕あたりに位置すると思われる。径約30

cmの円周上に点在することから，埋葬時には腕飾り状であったのであろうか。第2主体部

の鉄製品は，被葬者の頭部のすぐ左側に斧と不明鉄製品がある。このうち斧は，袋部が布

で覆われていたと考えられるので,柄を装着せず全体を布でくるんでおさめたと思われる。

ついで，頭部のすぐ右側に槍の切先があり，右手のすぐ横あたりには剣が切先を頭部側に

向けて置かれていたと想定される。また槍の柄も，長さが約1.1m以上あったと思われる

ので，柄の中ほどからやや下にかけての部位が右手横あたりに位置することとなろう。こ

のように，武器は生前の使用状態を復元する位置にあると思われるのに比べて，農工具の

なかでも斧は柄がなく，特別に副葬された感があるが，いずれも頭部に近い位置にあると

いうことが言える。このように武力の象徴である武器と， 日常生活に密着した農工具とで

は，埋葬時における扱いが異なっているということがわかる。

また， 2基の埋葬施設の副葬品の構成の違いは，埋葬施設の築造が極めて近接した時期

に築造されたと考えられることから，時期的な要因よりも各被葬者の社会的地位やその置

かれた政治的状況をより大きく反映していると思われる。

出土遺物の中で特記すべきは，第1主体部出土の鉄剣である。その刃部先端が「剣菱形」
（14）

となった特異な形状をとり, X線透過撮影による観察においても表面観察と同様の結果と
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なったのであえて「剣菱形」とし報告する。この形状では，実用には不向きであると思わ

れるため，武力を権威づける象徴としての役割を持っていたと考えられる。
こしらえ 1s

なお，剣と槍の識別は，栫と柄の漆膜の有無によって区別される。本古墳の場合，第1

主体部出土の28は， 目釘穴がないため柄を装着した際に不安定になることを，刃部の2/3

におよぶ長さの茎部で補っていたと考え剣とした。第2主体部出土の47 48は， 48が呑口

式の栫を持ち，漆塗りの柄が着いていたことから槍とし， 47が刃部が長いことと目釘穴が

あることから剣とした。しかし47の場合，栫の部分に布片が付着しておりまた一部表面の

剥落も著しいことから，槍の可能性もある。

土器については，墳丘南側の溝出土土器群（9～28）がある。こ

の土器群の中で， 9 ． 11 ．23．27は特に精選された胎士を用いてお

り，調整も丁寧であるため，他地域から搬入された土器と思われる。
《16）

この土器群の時期は，布留式期Iに相当すると考えられる。また，

この中には甕が含まれないが，甕を日常的に使用する器種で祭器と

しての性格がないと考え，供献土器から除外したと思われる。

土器群の中に含まれる脚付壺は類例が少ないが，兵庫県多紀郡西
ないぼやま （l7l

紀町の内場山城跡で検出された墳丘墓から出土した土器の中に「台

付壺」がある。本古墳出土のものに比べて体部がやや丸いものの，

口縁部に円孔を開けるなどほぼ類似していると言える。また，鳥取
あおき （18）

県米子市の青木遺跡のHSXO1周溝内から出土した壷は，体部が楕

円形を呈し，低脚坏に近い脚台が付いている。時期は青木Ⅶ期古を

下限と考えられており，本古墳と時期的に近いと思われる。これら

の例と，本古墳出土の土器との関連は不明であるが，いずれの場合

も供献土器と考えられ,日常的に使用する器種ではないようである。

また，本古墳出土の脚付壺は搬入されたと考えられるため，その産

地を考える上でも重要である。

ところで，西本遺跡A地点の「周溝墓状遺構」出土の脚付長頸壺

は，体部が「ソロバン玉」状に大きく横に張る点で．本古墳出土の

脚付壺と類似する。時期は，弥生時代中期に属すると考えられてい

るが，本古墳出土の脚付壷は， このような形を祖形にして生まれた

可能性もあろう。

被葬者について本古墳の被葬者間の関係は，当初から2基の埋

第1－18図

第1号古墳第1

主体部出土鉄剣

X線写真
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葬施設を設けることを想定しているなど，非常に密接であると言える。

2基の石室内に副葬された遺物は， 内容的にやや異なるものであった。これは時期差と

いうよりも被葬者の社会的地位やその置かれた政治的状況の差によるものが大きいと考え

た。西条盆地で本古墳と同時期と思われる古墳は現在までのところ知られていないため比

較できないが，第’主体部には異形の剣，第2主体部には剣，槍を納めていた。古墳出現

期には， 「ヤリ」は棺内に副葬され，被葬者自らの「武力」を象徴しうるものであり，ヤ

マト政権により政治的に整備された古墳祭式の中で重要な役割を担っていたと考えられて
（19）

おり， 「ヤリ」の出現をもって，明瞭に前時代と隔絶すると考えられている。第2主体部

でも，遺物は棺内に副葬されていたと考えたが， このことから，本古墳の被葬者も畿内の

政権と密接な関係を持つとともに，当地域の首長権を有した人物でそのことを畿内の政権

から認められた結果，剣，槍を持つに至ったと言うことができよう。

まとめ

才が迫遺跡の調査では，特に才が迫第1号古墳が注目される。本古墳は，当該地域にと

どまらず広く出現期の古墳や， さらには古墳時代のはじまり及びその社会などを考えるう

えで重要な位置を占めると思われる。
（”）

本古墳の築造時期は，溝出土の土器群から4世紀初め頃と推定されるが，庄内式期Ⅳで

消滅すると考えられている「庄内系有段高杯」を含むことからさらに遡る可能性もある。

溝出土の土器群は，元々墳丘上に置かれていたものが墳丘の崩落に伴って溝内に転落した

と推定される。しかし，溝の南西隅でまとまって出土したことから，溝がある程度埋まっ

た段階で意図的に置かれたようにも見える。このように考えると，溝出土の土器群は二人

目の被葬者である第2主体部の人物に対して供献されたことにもなり，第1主体部の被葬

者の埋葬された年代，すなわち古墳築造年代はさらに遡ることとなろう。

他地域からの搬入品と考えた脚付壺や高杯も，その生産地を限定するには至らなかった

が，類似する土器が出土した内場山城跡や青木遺跡の例などは，その搬入元を考える上で

示唆的であろう。第2主体部の石室についても，第1主体部の構築以後，箱形石棺との折

衷形として生まれたものか，あるいは，土器の例の如く他地域から導入されたものかにつ

いても明確にはできなかった。本古墳の被葬者は，剣，槍など畿内の政権との密接な関係

を窺わせる遺物を副葬しており， これらは畿内の政権から被葬者に対して地域支配のため

の権威付けの意味で与えられたものと考えられるが， このことは言い替えれば， 4世紀頃

に当地域に畿内の政権の影響力が及んだということを示すものであろう。

ところで，本古墳から約25km西側の太田川下流域には，弥生時代末からの首長墓の系譜
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がみられるが，本古墳築造時期に前後するこれらの墳墓や古墳との関係も今後明らかにし

ていかなければならない。例えば，西願寺北遺跡では石室構築の際，壁の裏の控え積みが
（21）

ほとんどなく，壁が垂直からやや上開きになる点で，本古墳第1主体部と共通点がある。

また，西願寺遺跡群C地点第1号竪穴式石室では，側壁の最下段と小口壁の2段目までの

石材を広口積みにし，その上に河原石を積み上げているが，石積みの手法が箱形石棺に類
（22）

似していることが指摘されている。この点は，本古墳第2主体部の石室構築方法と同じで

ある。これらのことから，この地域が竪穴式石室構築方法の導入元である可能性もあろう。

これらも含めて’今後調査が進む中で本古墳の新たな位置付けが行われることもあろう

が，当地域で最も古い時期の古墳であり，その後の首長墓も含めた古墳の築造に大きな影

響を与えたと言っても過言ではあるまい。

最後に，本古墳の築造をもって西条盆地に取り入れられた竪穴式石室は，その後どのよ

うな変遷をたどるのか概観してみたい。

4， 5世紀の例は少ないが， 6世紀代になって各所に竪穴式石室の影響を受けた石室が
（23） （24） （25）

出現する。槇ヶ坪3号遺跡(A地区) SK1,蔵田3号遺跡SK2,槇ケ坪第4号古墳の

埋葬施設は，その報告書では「箱形石榔」と呼び，その規模から石棺と考え，箱形石棺の
（26）

一類型とした。しかし，その壁の構築方法は本古墳と共通する。 「箱形石榔」が，箱形石

棺から直接的に発生したというより，竪穴式石室の石室構造があったことから出現したと

考え，本古墳から続く系譜の一端に載ると考えられる。
（27）

これとは別に，主に6世紀後半に出現する「横穴式石室のような石積みの竪穴式石室｣，
（28）

あるいは「横穴式石室と竪穴式石室の折衷様式とも考えられる」竪穴式石室がある。横穴

式石室の石組みに似るが，石を小口積みする点は竪穴式石室の石組みと変わらず， このこ

とから横穴式石室の影響を受けているものの基本的には竪穴式石室の系譜に載ると考え
（30）

る。このタイプの石室を有する古墳は,鏡千人塚遺跡STO1,崇證就箇第,号古墳(賀茂
かがみせんにんづか （29）

ふるいち （31） きつね じよう （32）

郡黒瀬町宗近柳国)，古市古墳，狐が城古墳である。前述の箱形石棺折衷形の石室は主に

白市盆地にあり，横穴式石室の影響を受けた石室は，狭義の西条盆地に分布するという地
（33） （34）

域差があることがわかる。しかし最近の調査で，志村西第1号古墳や志村第8号古墳のよ

うな小型の横穴式石室の存在も確認されている。このような小型の石室が，規模の大きな

石室から続いて出現してくるとするならば，系譜的には横穴式石室の延長であり竪穴式石

室とは一線を画して考えなければならない。これまで竪穴式石室とされてきたこれらの例

についても再考の余地があると思われる。またこの他に，第2主体部に類似したと思われ

－42－



（鋸） （36）

る石室構造をとる鍵向山第2号古墳や三ツ城第3号古墳などは，規模の点から石室とは言

い難く，竪穴式石室の構造を基本とした箱形石棺と考えられる。
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2．宮領1 号遺跡

（ 1 ）位置と現状（第2－1図，図版2－1）

宮領1号遺跡は，東広島市高屋町大字宮領1053-1外に所在する。

本遺跡の南側には，東西に連なる標高約524mの白鳥山山地が存在している。この白鳥山

の北側や西側には山麓緩斜面が広がっているが，本遺跡はこのなだらかな北向き斜面（標

高250m付近）に位置している。この山麓緩斜面には数多くの遺跡が分布しており，本遺

跡の周辺では宮領2号遺跡， 白鳥石棺群，大谷古墳群，別所古墓群等が存在している。

本遺跡の北側には沼田川の支流である入野川が東流している。この周囲には谷底平野が

よく発達しており，本遺跡の北東側や北西側には，谷が入り込んでいる。これらの谷の水

田との比高差は約30mである。遺跡の現状は山林である。
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（2）調査の概要（第2－2図）

調査はまず表土を重機で排除し，その後，人力で遺構の検出を行なった。

調査区の設定は丘陵の尾根線上に基準線を設け， これを10mごとに直交する線で区切っ

て南東端から北西端に向かってA－l区～G－6区とし，調査を行なった。本遺跡の基本

層序は上から表土・黄褐色砂質土・暗茶褐色砂質土・淡黄褐色砂質士（地山）で，遺構は

この地山面で確認した。調査区の東側には溝状の細い谷筋が存在し，礫の落ち込みが認め

られた。また，調査区の西側や, SB2の北東側の地山層には，多くの礫が混在していた。

調査の結果，検出した遺構は，弥生時代の竪穴住居跡5軒(SB1～5),掘立柱建物

跡1棟(SB6),溝状遺構2条(SDl ･ 2),柵列4条(SAl～4),性格不明遺構

9基(SXl～9)である。遺構は調査区のほぼ中央部の尾根線上に存在し，調査区の北

側や南側にも延びている。竪穴住居跡は2本柱のものや8本柱のものがあり，付属施設に

ベッド状遺構を伴うもの(SB1)や，建て替えを行なっているもの(SB2)がある。

掘立柱建物跡(SB6)は1間×2間で，竪穴住居跡(SB4) と重複している。 このほ

か，調査区の北側では等高線に沿って，柵列4条を確認した。遺物は各遺構から土器（壷

・甕・鉢・高杯) ，石器（石鑛・スクレイパー・敲石）が出土したほか，調査区内から磨

製石斧が出土している。

（3）遺構と遺物

(A)竪穴住居跡・掘立柱建物跡

SB1 (第2－3図，図版2－2～4)

調査区のほぼ中央に位置し, SX5･6と重複している。

住居跡の北側は流失している。また，西側の壁と床面の一部は試掘のトレンチによって

削平を受けている。平面形は円形と思われ，規模は径約7.5mである。壁は南側の最も高

い所で30cmあり，壁面下には壁溝がめぐる。壁溝の規模は幅15～20cm,深さ5～10cmであ

る。主柱穴は2個で， 2本柱構造となる。柱穴の規模は径20～30cm,深さ50～55qnで，柱

穴間の距離は1.1mである。また，住居跡の南壁ではベッド状の段を確認した。 これは南

西側で一端途切れ， さらに西側に続いている。規模は幅80cm,高さ25～30cmである。ベッ

ド状の段には，径15～25cm,深さ10～15cmの柱穴が3個存在する。また，ベッド状の段の

内側には幅30cm,深さ約10cmの壁溝が長さ2.5mほどめぐる。また， これに沿って径15~

30cm,深さ12～50cmの, 9個の支柱穴が存在する。床面のほぼ中央には，長さ75cm,幅50

cm，深さ20cmの炉跡と考えられる楕円形の掘り込みが存在する。この炉跡底面は地山の礫

－46－



、 ●●●●

｡｡

SB5SB5

篝
P，一基5●●

”◎

SB
‘、ノ

繁
,徴イ４〆０,〆r50

SASA 4
SDSD

◎◎◎ ＆ タ

ゼ 険< 険

●●●
●

記
●

記
●

記つ多勢2SA3SA3SA3SA3SA3

SB3SB3SB3SB3SB3SB3SX9SX9SX9SX9SX9SX9

。。。。

SA1SA1

SXSXSXSXSX
●、●、●、●、●、

ー

、
qoo

SB2望

ＯＥ
ＣＳ

qoo

SB2

｡■｡■｡■｡■｡■｡■

緯緯緯緯緯緯

X7X7X7X7X7X7X7X7

SX6SX6SX6SX6SX6SX6SX6SX6SX6SX6

…
SB1

…
SB1

…
SB1

…
SB1

…
SB1

…
SB1

…
SB1

…
SB1

…
SB1

SD1SD1SD1SD1SD1SD1SD1SD1SD1SX5SX5SX5SX5SX5SX5SX5SX5SX5SX5

領領領領領領領領領領

SXSXSXSXSX

紗紗紗
/S

rn
l

OJ紗紗紗
SX4SX4X4X4

識識識識識識識識

SX1SX1SX1X11

SS X

岸岸岸岸岸

”7”767

0 20m

－－－

第2－2図宮領1号遺跡遺構配置図(1 :400)



､
｡’

｡

句

｡

、

。

ロ 両両

--4
｡

｡
ノ

“

ｿ 0
0

鋤鯉 q
◎

／
ｰ

--△と

B ｡
ｇ
’

I
○

①

、 ｆ
ｆ

◎

①、
/

／

乙夛
ノ

ﾉ

鰯 〆

-－ ◎
〆

〆〆
一

一
〆

一

一
一

Ｅ
の

守

口

Ｎ

ｌ
Ｑ

。｡’ 1
1

A
－－2548m

A･

士屑脱明
1 ．黒禍色粘質土
2．淡禍色粘質土
3．淡黒褐色粘質土
4．黄褐色粘質土
5．淡黄褐色粘質土
6．淡黒褐色粘質土
7．淡黄禍色粘質土
8‘淡黄褐色粘質土
9．暗禍色粘質土（
10．禍色粘質土

二

-,.-----‘…

（炭を合）
二

(炭を含）

８
’B

－264 8m

0 2m

－ ！■■■■U■■■q■■■■■■■Ⅱ■■■I

第2－3図SB1実測図(1 :60)



層で，上面には炭化物を含む暗褐色粘質土の堆積が認められた。炉跡の周辺には，深さ約

5cmの不整形な落ち込みが認められるが， この性格については不明である。なお，炉跡周

辺の床面から，炭化材が出土している。

遺物は少量で，床面から弥生土器壷・甕（1～3）が出土している。

SX5･6との新旧関係は，本遺構がSX5･ 6に後出する。

出十遺物（第2-11図，図版2-19～21)

弥生土器

壺形土器(1) 体部片である。頸部には7条のへラ描き沈線文がめぐり，その下部には

6条の櫛歯状工具による直線文と波状文が交互に3段めぐる。調整は，外面は縦位のへラ

磨き，内面は縦～横位のハケ目である。焼成は良好で，胎土にはlmm以下の砂粒を多く含

んでいる。

甕形土器（2 ． 3） 2は体部下半を欠失する。口径32cm,体部最大径37.6cmである。頸

部は「く」字状に屈曲し， 口縁部は強く外反する。 口縁端部には3条の凹線文がめぐる。

頸部にはへう状工具による刺突を施した貼付凸帯が，体部には二枚貝の腹縁による刺突文

が3段認められる。調整は， 口縁部は内外面とも横ナデ，体部外面は上半が縦位のハケ目，

下半が縦位のへラ磨きである。体部内面は，頸部付近が板状工具によるナデで，それ以下

は横位のへラ磨きである。外面に煤が付着している。焼成は良好で，胎土には1mm大の砂

粒を多く含んでいる。 3は口縁部片で， 口径28cmである。頚部は「く」字状に屈曲し， 口

縁端部には2条の凹線文がめく･る。頸部にはへう状工具による刺突を施した貼付凸帯が認

められる。調整は， 口縁部は内外面とも横ナデ，体部は摩滅のため不明である。焼成は良

好で，胎土にはlmm以下の砂粒を多く含んでいる。

SB2a･2b (第2－4図，図版2-5 ･ 6)

調査区のほぼ中央に位置し, SB1の約1m北側に存在する。

2軒の住居跡が重複しており，埋土の状況から大型の住居(SB2a)から小型の住居

(SB2b)に建替えたことが確認でき， この2軒は床面と主柱穴を共有しているo

SB2aの平面形は東西に長い楕円形で，規模は長軸6.6m,短軸6mである。壁は南

側の最も高い所で70cmあり，壁面下には幅15～25cm,深さ5～10cmの壁溝がめぐる。主柱

穴は2個で， 2本柱構造となる。主柱穴の規模は，径20～25cm,深さ40～45cmで，柱穴間

の距離は1.4mである。床面のほぼ中央には長さ50cm,幅40cm,深さ25cmの炉跡と考えら

れる楕円形の掘り込みが存在する。
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遺物は極僅かで，弥生土器片が数点出土している。

SB2bの平面形も東西に長い楕円形で，規模は長軸5.5m,短軸5mである。壁は南

側の最も高い所で40cmで，壁面下には幅20～25cm,深さ5～10cmの壁溝がめぐるが，南東

側と北側では途切れている。主柱穴と炉跡はSB2aと共有している。壁際や壁溝内には

径15～20cm,深さ20～40cmの支柱穴が存在する。

遺物は少なく，床面から弥生土器の甕（6），敲石（35）が出土しているほか，覆土中

から弥生土器（4 ． 5 ． 7～10),石器（石鑛・スクレイパー),剥片が出土している。こ
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のほか，住居跡の中央から南西側にかけて，30～50cnl大の角礫が固まって出土しているが，

その出土状況からすると住居廃棄後に投げ込まれたものと思われる。

出十潰物（第2－11 ． 13図，図版2－21 ．23）

弥生土器

壺形土器（4 ． 5） 4 ． 5はいずれも口縁部片である。口縁端部は拡張し，外面には4

は3条の， 5は6条の凹線文がめぐる。調整は，内外面とも横ナデである。焼成は良好で，

胎土には細砂を若干含んでいる。

甕形土器（6～8） 6は口縁部～頚部片で， 口径は19.6cmである。頸部は「く」の字

状に屈曲し， 口縁部は水平に外反する。口縁端部には2条の凹線文がめぐる。調整は， 口

縁部は内外面とも横ナデ，それ以下は摩滅のため不明である。焼成は良好で，胎土には1

m以下の砂粒を多く含んでいる。 7は口縁部～体部上半の破片で， 口径は18.4mである。

頸部は「く」字状に屈曲し， 口縁部は斜上方に立ち上がる。調整は， 口縁部は内外面とも

横ナデ，端部は摩滅が著しく不明である。体部内面は上半は横位の板状工具によるナデ，

下半及び外面は縦位のハケ目である。焼成は良好で，胎士には1mm以下の砂粒を多く含ん

でいる。 8は口縁部片で，斜上方に立ち上がる。調整は内外面とも横ナデである。焼成は

良好で，胎土にはlmm以下の砂粒を多く含んでいる。

底部(9 ･ 10) 9 ･ 10とも平底である。 9は底径5cmで，調整は内面はへう削り，外

面は摩滅のため不明である｡焼成は良好で,胎土には1mm以下の砂粒を多く含んでいる。10

は底径6.6cmで，調整は内面は縦位のへラ削り，外面は摩滅のため不明である。焼成は良

好で，胎土にはlmm以下の砂粒を多く含んでいる。

石器

石鑑（33） 凹基無茎式の石鑛で，長さ2.4cm,幅1.4cm,重さ1.06gである。石質はホル

ンフェルスである。

スクレイパー（34） 長さ2.3cm,幅2.7cm,重さ2．7gで，石質は石英である。

敲石（35） 円形の自然礫を素材とする。側面に敲打痕が認められる。長さ8.2cm,幅8.5

cm7厚さ6.5cm,重さは665gである。石質は石英斑岩である。

SB3 (第2－5図，図版2-7)

調査区の北側, SB2の2m北側に存在する。

平面形は長方形で，規模は長軸3.2m,短軸2mである。壁は南側の最も高い所で48cm

である。壁からの距離はPlが40cm, P2が1.1m, P3が50cmで, P2が若干離れてい
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るが，規模等から主柱穴はP1,P2の2個と思われる。柱穴の規模は径15～25cm,深さ15

cmで，柱穴間の距離は1.4mである。壁溝，炉跡等は認められない。壁の40～60cm外側の

南北両側に，径15～20cm,深さ15～30cmの柱穴を1個ずつ確認した。その配列からすると

本遺構に伴う可能性もある。なお，住居跡の中央部の床面からは炭化材が出土している。

遺物は少量で，覆土中から弥生土器片（11～15）や剥片（36）が出土している。

出土遺物（第2－11～13図，図版2－21 ．23）

弥生土器

甕形土器（11 ． 12） いずれも口縁部片である。 11は口径24cmで，頸部は「く」字状に

屈曲し， 口縁部は斜上方に立ち上がる。端部には2条の凹線文が巡り，その上からへラ状

工具による刺突文を施している。頚部には，へラ状工具による刺突文を施した貼付凸帯が

認められる。調整は， 口縁部は内外面とも横ナデ，体部内面はナデである。焼成は良好で，

胎土には1mm以下の砂粒を少し含む。 12は口縁部はほぼ水平にのび，端部には2条の凹線

文がめぐる。調整は内外面とも横ナデである。焼成は良好で胎士には細砂粒を含む。

鉢形土器（13） 口径は, 13.8cmである。体部は直線的に開き， 口縁部はやや内傾する。

調整は摩滅のため不明であ

る。焼成は良好で，胎土に

は1mm以下の砂粒を多く含

んでいる。

高杯形土器（14） 脚部片

で，脚径は13cmである。脚

柱部から緩やかに広がり，

端部には1条の凹線文がめ

く･る。調整は，端部は内外

面とも横ナデである。脚部

外面は縦位のへラ磨き，内

面はナデである。焼成は良

好で，胎士には細砂を若干

含んでいる。

底部（'5） 平底で，底径

6.6cmである。調整は摩滅

のため不明である。焼成は

＋岸
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良好で，胎土には1mm以下の砂粒を多く含んでいる。

石器

剥片（36） 現存の長さ2.9cm,幅1.2cmの縦長剥片で，石質は黒曜石である。

SB4 (第2－6図，図版2-8)

調査区の北側に位置し, SB6 ・ SD2と重複している。

住居跡の北側は流失しているため不明瞭だが，平面形は隅丸長方形と思われる。壁は南

側の最も高い所で10cmで，壁面下には一部幅約10cm,深さ7～10cmの壁溝が巡る。主柱穴

はP1～P8の8個で, 8本柱構造と思われる。柱穴の規模は径15～30cm,深さ15～33qn

で，柱穴間の距離はPl-P2-P3-P4-P5とP8-Pl間は各1.5m前後でほぼ

同じであるが，西側はP5-P6間が1.7m, P6-P7間が2.5m, P7-P8間が1.2

mとばらつきが見られる。住居跡のほぼ中央には焼土面が存在する。床面は1/3程度が残

存しており，復元すると一辺4.5～5m程度の住居跡と考えられる。

遺物は極僅かで，覆土中から弥生土器片や剥片が出土している。

SB6･SD2との新旧関係は，本遺構がSD2に後出するが, SB6との新旧関係は

不明である。

SB5 (付図）

調査区の北端に位置し, SB6の2m北東に存在する。

大部分が調査区外に延びているため，全容は不明である。平面形は長方形と思われるが，

規模は不明である。壁高は南側で約10cmで，壁溝は存在しない。柱穴は不明である。

遺物は出土していない。

SB6 (第2-6図，図版2-8b, 9a)

調査区の北端に位置し, SB4と重複する掘立柱建物跡である。桁行き方向はN88｡E

である。規模は桁行2間（4.5m),梁行1H(2m)で，柱間は2～2.3mである。柱穴

掘方の規模は径40～55cm,深さ23～42clllで,埋土は黒褐色粘質土で炭や焼土を含んでいる。

柱痕の規模は径25cmである。遺物は柱穴から弥生土器片が出土している。

SB4との新旧関係は不明である。

－51－



辻

bl

○

Pリーg
SB4

⑧ 副I

○

ふ
獣 B、

－

弓
ロ

●
苧

G
C・
一

夢
SD2

○○
A
－251○m

A･
－

一一
B・
－一旦_z“6m

2

C
-250.6m

C、
－

0m

第2－6図SB4 6, SD2実測図(1 60）アミ目は焼土

－52－



(B)溝

SD1 (第2－7図，図版2-10a)

調査区の南側に位置し, SB1の3.5m南東に存在

する。長さ3.5mのところでほぼ直角に曲がり，平面

形は逆「L」字状である。規模は幅40～60cm,深さ5

~10cmである。溝の横断面は「U」字状で，底面はほ

ぼ平坦である。溝の覆土は黄褐色粘質士の単一層で，

遺物は出土していない。

SD2 (第2－6図，図版2-10b)

調査区の北西端に位置し, SB4と重複している。

規模は長さ7.5m,幅は最大で1.5m,深さ30～50cm

である。溝の横断面は逆台形で，底面はほぼ平坦であ

る。溝の覆土は暗褐色土の単一層である。出土遺物は

僅かで，覆土中から弥生土器片（17）が若干出土して

いるほか，溝の底面付近で底部片（16）が出土してい

る。 SB4との新旧関係は，本遺構がSB4に較べて

塾
I

、ﾌ

－2554m －

一一一一一＝

0 1m
トー

第2－7図SD1実測図(1 :60) る。 SB4との新旧関係は，本遺構がSB4に較べて

古い。

出土遺物（第2－12図，図版2－21）

弥生土器

底部（16． 17） いずれも平底である。16は底径6cmで，調整は摩滅のため不明である。

焼成は良好で，胎土には砂粒を多く含んでいる。 17は底径4.4clnである。調整は，内面が

縦位のへラ削り，外面は摩滅のため不明である。焼成は良好で，胎土には砂粒を多く含ん

でいる。

(C)柵列（付図，図版2-9b)

調査区の北から北西側にかけて多数の柱穴を確認した。これらは等高線に沿うように配

列しているものがあり，南から北にSAl～4とした。各柵列の柱穴の掘方の埋土は褐色

土で，柱痕には焼土・炭化物を含む暗褐色土が認められた。また，覆土中に弥生土器片を

含むものもいくつか存在している。

SA1 (付図）

調査区の北側に位置し, SB3の3.5m北西側, SB4の4.5m南側に存在する。長さは
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約19mで，東端から9m付近までは直線的に，そこから西側は等高線に沿うように弧状に

めぐる。柱穴の規模は径15～25cm,深さ10～35cmで，柱間距離は1.5～2mである。遺物

は出土していない。

SA2 (付図）

調査区の北側に位置し, SA1の0.5m北側にほぼ平行して存在する。長さは5.1mで，

柱穴は直線的に並んでいる。柱穴の規模は径20～30cm,深さ15～30cmで，柱間距離はl.7

mで等間隔である。遺物は出土していない。

SA3 (付図）

調査区の北西に位置し, SD2の1.5m南西側に存在する。長さは8mで，柱穴は直線

的に並んでいる。柱穴の規模は，径10～20cm,深さ10～15cmで，柱間距離は両端が1.8m,

中央部がl.5mである。遺物は出土していない。

. SA4 (付図）

調査区の北西端に位置し, SD2の2.5m北西側, SA3の6.5m北側に存在している。

長さは5mで，さらに北東側の調査区外に延びるものと思われる｡柱穴の規模は,径10～20

(m,深さ9～32cmで，柱間距離は1.3～1.4mである。遺物は西端の柱穴の覆土中から，弥

生土器片（18）が出土している。

州十漬物（第2－12図，図版2-21)

弥生土器

甕形土器（18）頸部は「く」字状に屈曲し， 口縁部は斜上方に立ち上がる。調整は外面

は横ナデ，内面は摩滅のため不明である。焼成は良好で，胎士には砂粒を多く含んでいる。

(D)性格不明遺構

SX1 (第2－8図，図版2-11)

調査区の南端に位置し, SX2のlm東側に存在している。南側は調査区外に延びるた

め，全容は明らかでない。現状では長さ2m,幅0.8～l.1m,深さ20～50cInである。横断

面は逆台形で，底面は北側に向かって下っている。内部に黒褐色粘質土と暗褐色粘質土の

堆積が認められた。遺物は出土していない。
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SX2 (第2-8図，図版2-12)

調査区の南端に位置し, SX1のlm西側, SX3のlm東側に存在している。南側は

調査区外に延びるため全容は明らかでない。現状では長さ4.5m,幅0.5～2.1m,深さ45

~50clnである。横断面は逆台形で，底面はほぼ平坦である。黒色粘質土と茶褐色粘質士の

堆積が認められた。遺物は出土していない。

SX3 (第2－8図，図版2-13)

調査区の南端に位置し, SX2の1m西側に存在している。平面形は不整楕円形で，規

模は長軸2.9m,短軸1.5m,深さlmである。短軸の断面は「U」字形で，東側には幅約10

cmの平坦面がみられる。内部には暗茶褐色粘質土・黒色粘質士・黄褐色粘質土の堆積が認

められ，遺物は覆土中から弥生土器片が若干出土している。

SX4 (第2-9図，図版2-14)

調査区の南端に位置し, SX1の5m北東に存在している。平面形は不整楕円形で，規

模は長軸2.2m,短軸l.1m,深さ0.4～0.5mである。短軸の断面形は逆台形で，底面は西

側に向かって下っている。黒褐色砂質土と黄褐色砂質士の堆積が認められた。遺物は出土

していない。

SX5 (第2-9図，図版2-15)

調査区のほぼ中央に位置し, SB1と重複している。平面形は隅丸長方形で，規模は長

さ3.5m,幅1.5m,深さ0.3～0.6mである。横断面形は逆台形で，底面はほぼ平坦である。

南壁では幅約30cmの平坦面がみられる。遺物は出土していない｡ SB1との新旧関係は，

本遺構がSB1に較べて古い。

SX6 (第2－9図図版2-16)

調査区のほぼ中央に位置し, SB1と重複する。平面形は楕円形で，規模は長軸1.7m,

短軸0.6m,深さ0.5mである。短軸の断面は逆台形で，底面はほぼ平坦である。西側には

幅15cmの平坦面がみられる。遺物は出土していない。 SB1との新旧関係は，本遺構がS

B1に較べて古い。

SX7 (第2-9図，図版2-17)
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調査区のほぼ中央に位置し, SB2の0.5m南東に存在している。平面形は楕円形で，

規模は長軸2.5m,短軸0.9m,深さ0.6mである。底面は不整形な形状を示している。短

軸の断面形は逆台形で，底面は西側に向かって低くなっている。遺物は上層から弥生土器

（19～21）が出土している。

出十漬物（第2－12図，図版2－22）

弥生土器

甕形土器（19．20） 19はロ縁部片で，頸部は「く」字状に屈曲し， 口縁部はほぼ水平

にのびる。端部には4条の凹線文がめぐり，凹線文間にはへう状工具による刺突文が施さ

れている。頸部の下方には2条の貼付凸帯が剥れた痕跡が残る。調整は， 口縁部は内外面

とも横ナデ，体部は内外面ともナデである。焼成は良好で，胎土には細砂を少し含んでい

る。20は口縁部～体部上半の破片で， 口径は12.6cmである。頸部は「く」字状に屈曲し，

口縁部はやや上方に立ち上がる。口縁端部には2条の凹線文が，体部外面には貝殻の腹縁

による刺突文がめく･る。調整は， 口縁部は内外面とも横ナデ，体部外面は縦位のハケ目，

体部内面はナデである。焼成は良好で，胎土には砂粒を若干含んでいる。

高杯形土器（21）杯部片で， 口径は14.4cmである。杯部は椀状で， 口縁端部は「T」字

形に内外に短く拡張している。口縁端部外面にはへう状工具による刺突文，その下方には

4条の凹線文がめぐる。調整は， 口縁部及び体部上半は内外面とも横ナデ，体部下半は縦

位のへラ磨きである。焼成は良好で，胎土には1mm以下の砂粒を多く含んでいる。

SX8 (付図）

調査区のほぼ中央に位置し, SB3の3m西側に存在している。

長さ2mのところでほぼ直角に折れ曲がり，平面形「L」字形の溝状である。規模は長

さ2m,幅0.3～0.4m,深さ5cmである。底面はほぼ平坦である。覆土は暗褐色土の単一

層で，遺物は覆土中から弥生土器片（22）が出土している。

出土遺物（第2－12図，図版2－22）

弥生土器

底部（22）平底で，底径7cmである。調整は，内面は縦位の粗いハケ目，外面は摩滅の

ため不明である。焼成は良好で，胎士には細砂を少し含んでいる。

SX9 (第2-10図）

調査区の北西側に位置し, SA3の1.5m南側に存在している。平面形は南北に細長い

－58－



不整形で,規模は長さ1.8m,幅0.4～0.6m,深さ25cm

である。短軸の断面形は逆台形で，底面は北側に向

かって低くなっている｡覆土は2層に分層できるが，

上層には焼土塊や炭化物が多量に認められた。遺物

は出土していない。

、
’

(E)調査区出土の遺物

調査区内のほぼ全域から弥生土器片が， またD区

からは磨製石斧が出土している。

C区出土遺物（第2－12図，図版2－22）

弥生土器

甕形土器（23） 口縁部片で，端部は上下に拡張

し，端面に2条の凹線文がめぐる。内外面とも横ナ

デを施す。焼成は良好で，胎士に細砂を若干含んで

いる。
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第2－10図SX9実測図(1 :60)

D区出土遺物（第2－13図，図版2－23）

石器

磨製石斧（37） 定角式で，基部を欠損する。現存長11cm,幅5.5(m,断面形は楕円形

である。石質は流紋岩質凝灰岩で，重さは456gである。

E区出土遺物（第2－12図，図版2－22）

弥生土器

壺形土器（24） 口縁部片で， 口径は13.6cmである。口縁部は外反し，端部は内傾する。

端部には3条の凹線文がめく･る。調整は摩滅のため不明である。焼成は良好で，胎土には

細砂を若干含んでいる。

喪形土器（25） 口縁部～体部上半の破片で， 口径は15cmである。頸部は「く」字状に

屈曲し， 口縁部は斜上方に立ち上がる。調整は， 口縁部は内外面とも横ナデ，体部は内面

が縦位のへラ削り，外面は摩滅のため不明である。焼成は良好で，胎土には1～2mm大の

砂粒を多く含んでいる。外面には煤が付着している。

底部（26．27） 26は凹底で，底径8cmである。調整は体部内面と底面はナデ，体部外
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面は摩滅のため不明である。焼成は良好で’胎土には細砂を若干含んでいる。27は平底で，

底径5cmである。調整は体部内面と底面はナデ，体部外面は摩滅のため不明である。焼成

は良好で，胎土には細砂を若干含んでいる。

F区出土遺物（第2－12図，図版2－22）

弥生土器

底部（28～31） 28．30．31は平底， 29は凹底である。28は底径5cmで，調整は体部内

面はへう削り，底面はナデである。体部外面は摩滅のため不明である。焼成は良好で，胎

士には細砂を若干含んでいる。 29は底径4.4cmで，調整は体部外面は縦位のへラ磨き， 内

面は縦位のへラ削りである。底面はナデである。焼成は良好で，胎土には1mm以下の砂粒

を多く含んでいる｡30は底径8cmで，調整は体部外面はナデ，体部内面は摩滅のため不明

である。底面はハケ目である。焼成は良好で，胎土には1mm以下の砂粒を多く含んでいる。

31は底径7.6cmで，調整は体部外面は縦位のへラ磨き，内面及び底面はナデである。焼成

は良好で，胎土には細砂を少し含んでいる。

G区出土遺物（第2－12図，図版2－22）

弥生土器

高杯形土器（32）脚部片で，脚径は7.8cmである。裾部は緩やかに広がり，端部は上下

に拡張している。径4mmの円孔（未通）が2か所認められる。調整は，外面及び脚端部は

横ナデ，内面は摩滅のため不明である。焼成は良好で，胎土には細砂を若干含んでいる。

（4）小結

調査の結果，本遺跡では竪穴住居跡5軒(SBl～5),掘立柱建物跡1棟(SB6),

溝状遺構2条(SD1･2),柵列4条(SAl～4),性格不明遺構9基(SX1～9)

を確認することができた。出土した遺物から，弥生時代の集落跡であることが判明したが，

遺構は調査区外にも延びており，遺跡の範囲はさらに広がるものと考えられる。ここでは，

今回の調査で確認した遺構と遺物を中心に述べ， まとめとする。

a・遺物について

本遺跡から出土した土器には弥生土器（壷・甕・鉢・高杯等）があり，全体的には破片

が多く，量的にも多くない。出土土器の特徴は，甕形土器は頸部の屈曲が強く， 口縁部は
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水平あるいはやや斜上方に立ち上がる。 口縁端面には2～3条の凹線文がめぐる。頸部下

に貼付凸帯を施すもの（2 ． 3 ． 11） もみられる。壷形土器は口縁端部を拡張し，端面に
（1）

3～6条の凹線文がめく･る。これらは，西条盆地周辺では助平2号遺跡SB2･23･24出

土土器にその類例が求められ，弥生時代中期後半に位置付けられる。本遺跡出土土器は，

ほぼこの時期に該当すると思われる。

b・遺構について

竪穴住居跡は建替えも含めると6軒分確認した。平面形が楕円形のもの3軒(SBl ･

2a･2b),隅丸長方形1軒(SB4),長方形2軒(SB3･ 5)である。

SB1は平面形が円形で, 2本柱構造である。周囲に数個の支柱穴を持ち，主柱穴間に

炉跡を有する。 SB2については，建替えによりその規模を縮小している(SB2a→S

B2b)。この2軒は炉跡と主柱穴を共有しており, SBlと同じく2本柱構造の住居で

ある。これら2本柱構造の住居は，県東部の備後地域では弥生時代中期後半～後期初頭に
（2）

多く見られる住居形態で，いわゆる「神辺型住居（松菊里型住居)」である。県西部の安
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（3） （4）

芸地方では本遺跡の他に大朝町岡の段A･C地点遺跡などで弥生時代のものが見つかって

いるが， まだ類例は少ない。

SBlは床面にいわゆるベッド状遺構と呼ばれる段を伴う。北側が流失しているため全

容については明らかではないが，西側で一旦途切れるものの，少なくとも住居の南側を中
（5）

心にして壁沿いに1/2～2/3周程度存在し，石野博信氏分類の円2型あるいは円3型に該当

するものと考えられる。ベッド状遺構は，弥生時代前期末～古墳時代に主に西日本に多く

分布しており，その中心は北部九州にみられるようである。県内では現在までに，古いと
（6） （7）

ころでは庄原市大原1号遺跡の弥生時代中期末から，同市小和田遺跡の古墳時代（6世紀）

までその類例が求められ，本遺跡を含め14例を数える。弥生時代後期に多く確認されてお

り，その構造は本遺跡のように地山を削り出して作るものと，盛り土によるものとがみら

れるが，現段階では構造的な違いが時期差としては認められていない。また，弥生時代の

円形の竪穴住居跡の場合，その壁に沿って設けられる例が多くみられるが，賀茂郡河内町
（8）

竹下遺跡のように「L」字状のものもみられる。これらベッド状遺構をもつ住居は，大原
（9） （10）

1号遺跡では錨，深安郡神辺町御領遺跡では不明鉄器数点，東広島市大槇3号遺跡では青

銅製斧が出土しており，集落内での中心的な建物とされている。北部九州では一集落内で

ベッド状遺構をもつ住居跡が数軒みられる例もあるが，本県ではこういった様相とは異な

って一集落で1～2軒の存在で，その集落の中心的な建物あるいは特殊な性格を考えるべ

き建物といえるようである。
（11）

SB3は3×2mと小規模な長方形の住居跡である。庄原市和田原遺跡，広島市芳力谷
（12） （13）

遺跡，東広島市胡麻5号遺跡等でも同様な遺構が確認されているが，規模等からすると住

居と考えるよりも，作業小屋的な建物と捉えられよう。

柵列は調査区の北側で4条確認した。長さは5～19mでその規模にばらつきが見られる

が，いずれも等高線に沿うように存在する。これら柵列の柱穴掘方の規模は径10～30cmで，

竪穴住居跡や掘立柱建物跡等の柱穴よりも小さい。覆土が住居跡の覆土と同じであること

や, SAlが竪穴住居跡(SB1～3)を取り囲むように存在していることなどから， こ

れらの竪穴住居跡に伴うものと考えられる。また， このほかの柵列のあり方からも，同一
（14）

の時期のものの可能性が高い。弥生時代の柵列は類例が少なく （福岡県一ノロ遺跡・秋田
（15）

県地蔵田B遺跡など）不明な点が多く，今後の類例の増加によりその性格等が明らかにな

るであろう。

以上，本遺跡では弥生時代中期後半の集落を確認することができた。遺跡はさらに斜面

の下方の調査区外に延びることが推測できる。西条盆地周辺では当時期の遺跡は少なく，
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当該期の集落を知るうえで興味深い遺跡といえよう。

(註）

（1） 広島県教育委員会． （財）広島県埋蔵文化財調査センター「助平2号遺跡」『西条第一土地区画整理事

業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 (I) 昭和58 (1983)年

石野博信「西日本・弥生中期二つの住居型」『論集日本原史』 吉川弘文館昭和60 (1985)年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センターが平成元年度及び2年度に調査を行なった。

財団法人広島県埋蔵文化財調査センターが平成元年度に調査を行なった。

石野博信「弥生・古墳時代住居の屋内区分施設」『柵原考古学研究所論集』第10集吉川弘文館昭和

63 （1988）年

広島県教育委員会「大原1号遺跡」『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 （1） 昭

和53 （1978）年

広島県教育委員会． （財）広島県埋蔵文化財調査センター『西山・小和田・永宗』 昭和57 （1982）年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センターが平成元年に調査を行なった。

神辺町教育委員会『神辺町埋蔵文化財調査報告Ⅱ一御領遺跡発掘調査概報』 昭和57 （1982）年

建設省中国地方建設局広島国道工事事務所． （財）広島県埋蔵文化財調査センター『大槙遺跡群』 広

島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第38集昭和60 （1985）年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『和田原遺跡』 広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第

68集昭和63 （1988）年

広島市教育委員会「芳力谷遺跡」『広島経済大学構内遺跡群発掘調査報告』 広島市の文化財第30集

昭和59 （1984）年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『東広島ニュータウン遺跡群』 I 広島県埋蔵文化財調査セン

ター調査報告書第83集平成2 （1990）年

小田富士雄「弥生集落の調査と保存問題一福岡県・一ノロ遺跡をめく･って－」『古文化談叢』第22集

平成2 （1990）年

菅原俊行「地蔵田B遺跡」『考古学ジャーナル』NO.273昭和62 (1987)年

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
４
５

く
く
く
く

(6）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
８
９
ｍ

１
１
く
く

(11）

(12）

(13）

(14）

(15）

－65－



3．柳原遺跡

（ 1 ）位置と現状（第3－1図，図版3－1）

本遺跡は東広島市高屋町大字小谷5184外に所在する。

本遺跡が位置する丘陵は，南側の馬背山塊から北側に延びた樹枝状丘陵の一つで，遺跡

の南側と西側には入野川の支流によって開析された谷水田が広がっている。遺跡は丘陵頂

部からやや東側に下がった標高約200～210mの斜面に位置し，周囲の水田面との比高差は

約15mである。遺跡の現状は山林である。

（2）調査の概要(第3－2図）

本遺跡の立地する丘陵は花崗岩風化土を基盤とし，丘陵尾根筋では表土直下でこの基盤

面を検出したが，遺構を検出した東側斜面では，花崗岩風化士の上層に厚さ20～50cmの堆

積土が認められた。調査は尾根頂部に任意に基準点を設定し， これをもとに尾根主軸方向

に沿って基準線を設け， さらに基準点から直角方向にも基準線を設けておこなった。

遺構の内訳は東側斜面の古墳時代後期（6世紀後半頃）の竪穴住居跡6軒(SB1～6)
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第3－1図柳原遺跡周辺地形図(1 :2,000) (アミ目は調査区）
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及び段状遺構6 (SX1～6), また南側斜面の土壌2基(SK1･ 2)等である。

（3）遺構と遺物

1）古墳時代の遺構と遺物

a.竪穴住居跡

SB1 (第3－3図，図版3-2 ･ 3)

調査区東側斜面中央付近で検出した隅丸方形の竪穴住居跡で，南西側にSB2～4が近

接する。この付近の斜面は比較的平坦になっている。

本住居跡の東壁はすでに流失していた。住居跡の規模は西辺長4.6m,南辺長3.6m,北

辺長4.5mで，壁高は最も残りの良好な北西隅で1.1mで，約75･の角度で立ち上がってい

る。床面はほぼ平坦で，壁際に壁溝は認められなかった。残存床面積は約16.8㎡である。

主柱穴は4本で,各壁際から1～1.4m内側にある｡柱穴の規模は径25～50cm,深さ33～59cm

で，柱穴間の距離は1.95～2.50mである。住居跡の中央の東西方向に試掘溝が入れられて

いたため，直接カマド等は確認できなかったが，西辺中央付近で焼土と炭化物が広がる箇

所が確認されていることからカマドが存在したことが推定できる。

出土遺物には覆土中から出土した少量の須恵器片がある。

出土遺物（第3－17図，図版3－26）

須恵器

杯蓋（1～3） 1は天井部から体部にかけて緩やかに屈曲した後,体部は外下方に続き，

さらに屈曲して垂下する。口縁端部はやや尖り気味となり，内面には緩やかな段を持つ。

調整は天井部外面回転へラ切り，体部外面から内面にかけてはロクロナデで， 内面天井部

は不定方向のナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。 2の体部は天井部から

強く屈曲した後，やや内傾して口縁端部に続く。端部は丸く終わる。調整は内外面ともロ

クロナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。 3は体部から口縁部にかけて緩

やかにカーブして外下方に続き，端部は丸く終わる。調整は内外面ともロクロナデである。

焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

SB2 (第3－4図，図版3-4～6)

SB1の南西側約2mに位置する隅丸方形の竪穴住居跡である。東壁はすでに流失して

いるうえ，住居跡の南半部を試掘溝によって失っているため本来の規模は明確ではない。

残存する北壁長は2.85m,北西隅の壁高は約85cmで,壁は床面からほぼ垂直に立ち上がる。
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第3－5図SB2カマド実測図(1 :30)

床面はほぼ平坦で，西壁と北壁の壁際には幅10～20cm,深さ約3cmの壁溝が認められた。

柱穴については床面で数個のピットを検出したが，柱の対応関係などから明らかに主柱穴

と確認できるものはなかった。

一方，住居跡北西隅から約1m南側の西壁でカマドを検出した。このカマドの袖部は黄

褐色の粘土で造られており，焚口部の規模は幅約95cmである。また火床の規模は長径95cm,

短径85cm,深さ7cmで焼土や炭化物層が堆積していた。煙道部は長さ75cmで，火床からほ

ぼ垂直に立ち上がり，わずかな平坦面をつくってさらに垂直に立ち上がっている。

住居跡覆土中から少量の須恵器片が出土した。

出十遺物（第3－17図，図版3－26）

須恵器

杯蓋（4） 天井部と体部との境界に浅い沈線が1条廻り，体部は緩やかにカーブして外

下方に続く。端部はやや尖り気味に終わる。調整は内外面ともロクロナデで，焼成は良好

である。胎士は砂粒を少量含む。

杯身（5） 口縁部の受部は短く外上方にのび，端部は丸く終わる。立上がり部はやや外

湾して短く上方にのび，端部は丸く終わる。体部から底部にかけては緩やかにカーブし，
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底部はほぼ平坦である。調整は内外面ともロクロナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒

を少量含む。

SB3 (第3－4図，図版3－7～11)

SB2の南側に近接する竪穴住居跡で，土層観察からSB4が埋没する以前に造られた

と想定される隅丸方形の住居跡である｡住居跡の北半部を試掘溝によって失っているため，

SB2との切り合いの有無などは不明であり， また規模についても明確ではない。残存す

る南壁長は3.1mで，土層断面で確認できる壁高は30cnlである。床面は平坦であるが，北

側は後世の撹乱と思われる不整形な落ち込みによって失っている。主柱穴は4本で，柱穴

の規模は直径30～55cm,深さ約45cmである。

住居跡西壁の中央と考えられる付近でカマド1基を検出した。このカマドは袖部を石を

立てて構築したもので，その内側には天井石と考えられる角礫が落ち込んでいた。火床は

長さ1.90m,幅1.45m,深さ約30cmで，焼土，炭化物などの堆積が認められた。煙道部は

長さ2.05mで，煙出しにかけては緩やかに立ち上がっている。

なお，住居跡覆土中からは少量の土師器・須恵器のほか，刀子1点が出土した。

出十潰物（第3－17図図版3－26．36）

土師器

謹形土器（6～8） いずれの口縁部も頸部から緩やかにカーブして外上方にのび，端部

はやや尖り気味に丸く終わる。調整は6の口縁部内外面は横ナデ，体部外面は横位のハケ

調整，内面へラケズリである。 7は口縁部内外面及び体部外面は摩滅が著い､ため不明，

体部内面はヘラケズリ。 8は口縁部外面はナデ，内面は調整不明。焼成は6が良好で， 7

． 8は不良である。胎土はいずれも砂粒を多く含む。

須恵器

杯身（9） 口縁部受部は緩やかに内湾し，立上がり部とともに短くのびる。体部から底

部にかけては緩やかにカーブし，底部はやや丸くなる。調整は内面及び口縁部外面はロク

ロナデ，体部外面はヘラケズリ後ナデ，底部外面は不定方向のナデである。焼成は良好で，

胎土は砂粒を少量含む。

鉄製品

刀子（73）切先を欠損している。残存長6.8cm,棟幅2～3nmで，関はない。棟はほぼ直

線的で，刃部はやや外ぞりする。
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SB4 (第3－4図，図版3－7～11)

SB3に先行する竪穴住居跡で，南壁と西壁の一部が残存する。床面についても壁際か

ら最大幅75cmが残存するのみで，本来の住居の規模等は不明である。南壁と西壁の残存長

はそれぞれ2.1mと5.15mである。柱穴については明らかではない。

住居跡南西隅から約2.3m北側に寄った付近の西壁でカマドを検出した。カマドの袖部

は石を立てて構築し，北側の袖石はSB3のカマドの煙道壁に利用されたためかやや北側

に倒れかけた状況であった。また南側の袖石に接して天井石と考えられる石が内側に倒れ

た状況で検出した｡火床は北半部をSB3の煙道が切っているため幅は明らかではないが，

長さは65cmである。煙道部はトンネル状となり，天井部が残存する。長さは1.21mで，煙

出しにかけてほぼ垂直に立ち上がる。

出土遺物には若干の土師器がある。

出土遺物（第3－17図，図版3－27）

土師器

甕形土器(10． 11） ともに口縁部はやや分厚い頸部から緩やかに外反して外上方にのび，

端部は矩形を呈する。調整はともに口縁部内外面横ナデ，内面の頸部直下から下方はヘラ

ケズリである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。

SB5 (第3－7図，図版3-12･ 13)

SB3の南東側約10mで検出した竪穴住居跡で，北及び東側にはSXl･2･4･6が

近接して存在する。住居跡の北東壁の大半と南東壁はすでに流失し，残存する北西壁と南

西壁のそれぞれの長さは4.1mと3.4mである。壁高は南西隅で約50cmで，壁はほぼ垂直に

掘り込まれている。住居跡の床面はほぼ平坦で，北西壁と南西壁の壁際には幅20～25cm,

深さ約5cmの壁溝が廻っている。住居跡の残存床面積は約12.6㎡である。主柱穴は4本で，

柱穴の規模は径30～55cm,深さ10～25cmで，柱穴間の距離は1.45～1.85mである。主柱穴

のうち南隅の柱穴を除いて中央に柱痕らしき痕跡が認められた。

一方，住居跡北西壁の中央付近でカマドを検出した。カマドの袖部は粘土で構築したも

ので,袖部の規模は幅約1m,長さ約1.2mである｡火床は明確ではないものの,長径1.05m,

短径0.65mの範囲で炭と焼土が広がる箇所を確認した。煙道はトンネル状で，長さ約1.3

mあり，煙出しにかけて緩やかに立ち上がっている。

遺物は覆土中から土師器・須恵器が少量出土した。

出土遺物（第3－17図，図版3－27）
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土師器

甕形土器（12） 口縁部は頸部から緩やかに

カーブして外反して立ち上がり，端部はやや

尖り気味となる。体部にかけては緩やかに

カーブして下方に続く。調整は口縁部内外面

横ナデ，体部外面縦位のハケ，内面へラケズ

リである。焼成は普通で，胎土は砂粒を多く

含む。

甑(13) 体部外面に牛角状の把手が付く。

体部は直線的に下方に続く。調整は体部外面

縦位のハケ， 内面ナデで，把手付近の内面に

は指頭による押圧痕が認められる。把手はナ

デである。焼成は普通で，胎土は砂粒を多く

含む。

〆 l 》

－200‘0m

壁逃

土閣説明 ノ ヒ”もJo”Eﾉ必'よ日Jm－’ 〃ローLvd､H〆勺ユこつ′､

f鯉り 凱黄鵬色鮎質土 仏_一可型｡”
2．炭 （焼土・炭含） 含む。

4．黄禍色粘質土

第3－8図 SB5カマド実測図(1 :30)

須恵器

杯身（14～16） 14の受部は短く外上方にのび，立上がり部は外湾気味に立ち上がる。体

部から底部にかけては緩やかにカーブし，底部は丸くなる。調整は口縁部及び体部内外面

ロクロナデ，底部は内面ロクロナデ，外面へラケズリである。15の受部は短く外方にのび，

立上がり部は短く直線的に内傾してのびる。体部はややカーブして下方に続き，底部との

境は明瞭である。底部は平底となる。調整は内面及び口縁部外面・体部上半部外面がロク

ロナデ，体部下半部から底部外面にかけてはヘラケズリである。焼成は良好で，胎土は砂

粒を少量含む。 16の受部は短く外方にのび，立上がり部は直線的に内傾して立ち上がる。

体部は緩やかにカーブして下方に続き，底部との境は明瞭である。底部は平底である。調

整は内面及び口縁部・体部外面ロクロナデ，底部外面はヘラケズリである。

SB6a・6b (第3－9図，図版3-14･ 15)

SB5の北東側約11mで検出した2軒が重複する竪穴住居跡である。 2軒の住居跡の呼

称は時期的に新しい住居跡を6a,古い住居跡を6bとした。

SB6aは住居跡の北半部が調査区外にのびているため，本来の規模は明確でない。

壁高は北西壁の中央付近で約30cmである。床面は平坦で，厚さ10～15cmの淡黄褐色士で貼
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床している。また壁際には壁溝等は認められない。主柱穴は4本で，その規模は径50～75

(m,深さ40～65cmであり，柱穴間の距離は1.85～3.25mである。

住居跡北西壁の中央付近でカマドを検出した。カマドの袖部は粘土で構築し，袖部の幅

は約60cm,長さ約50cmである。火床は明確ではないが，焚口部の周辺にわずかに焼土や炭

の広がる部分を認めた。煙道部は長さ約1mで，煙出しにかけては緩やかに立ち上がる。

一方, SB6bはSB6aの南側に位置する住居跡で，北半部がSB6aと重複してい

る。住居跡本来の規模は明らかではないが，柱穴の配置状況からSB6aと比較してやや

規模の大きな住居跡であったと考えられる。南西壁での壁高は約25cmで，床面はほぼ平坦

である。柱穴は6本確認したが， このうち北東側と南西側に突出した2本の柱穴は支柱的

なものと考えられる。主柱穴の規模は径40～45cm,深さ25～40cmである。

住居跡の西隅から北側に約1m寄った位置でカマドを検出した。このカマドも粘土で袖

部を構築している。焚口部の幅は約70cmで，火床については確認できなかったが，焚口か

ら南側袖にかけて焼土面を確認した。煙道は長さ約80cmで，煙出しにかけて緩やかに立ち

上がる。

住居跡覆土中から若干の土師器・須恵器が出土した。

出土遺物（第3－18図，図版3－27）

土師器

喪形土器(17) SB6aのカマド煙道部から出土したもので， 口縁部は頚部から緩やか

に屈曲して外上方にのび，端部は丸く終わる。体部は頚部から緩やかにカーブして下方に

続く。調整は口縁部外面ナデ，内面横位のハケ，体部外面は器面の摩滅が著しいため不明，

内面はナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。

須恵器

杯蓋(18) SB6bから出土したもので，天井部から体部にかけては緩やかにカーブし

て下方に続き，端部は丸く終わる。調整は外面は器面の摩滅が著しいため不明，内面はロ

クロナデである。焼成は不良で，胎土は砂粒を少量含む。

b.段状遺構

SX1 (第3-10図）

SB6の西側で検出した段状遺構で，北側は調査区外にのびている。また西側について

は試掘溝によって分断されているため明確ではないが,SX6に続く可能性も考えられる。

平坦面の幅は, SB6ともっとも近接した場所で2.5mで，西側のSX2との段差は約85
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cmである。この落ち際で幅45～55cm,深さ約10cmの溝状の遺構を検出した。

またSX1は土層断面を検討した結果,SB6に伴う遺構であることが明らかとなった。

これらのことからSX1の性格についてはSB6の背面カットとして機能していたと考

えられ,斜面上方からの土砂や水の流入を防止するために掘削された可能性が考えられる。

遺物は覆土中から土師器・須恵器が少量出土した。

出十漬物（第3－18． 19図，図版3－28～31）

土師器

甕形土器（20～24） 20．21はともに頸部から緩やかに外反して外上方に長くのび，端部

は平坦面をなす。体部は頸部から緩やかにカーブして下方に続く。調整はともに口縁部外

面ナデで， 21は指頭圧痕を残す。内面は横位のハケで，体部外面は斜位のハケ，内面は20

がナデ， 21が縦位のハケである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む｡22～24の口縁部

は頚部から緩やかに外反して短くのび，端部は丸く終わる。調整はいずれも口縁部内外面

横ナデ，体部外面は縦位のハケ，内面は22．23は器面の摩滅が著しいため不明で， 24は横

位のヘラケズリ。焼成はいずれも悪く，胎土は砂粒を多く含む。

甑（25～27） 25．26の体部はいずれも直線的に外上方にのび， 口縁部はやや内面が肥厚

し，端部は丸く終わる。25の体部の2か所に偏平な短い牛角状の把手がつく。調整は25が

口縁部内外面横ナデ,体部外面縦位及び斜位のハケ，内面口縁部直下が横位のヘラケズリ，

体部中位以下が縦位のヘラケズリ。把手は摩滅のため不明。26は体部外面が縦位のハケで，

それ以外は器面の摩滅が著しいため不明。焼成は25が良好で， 26は不良。胎土はいずれも

砂粒を多く含む｡27の体部は緩やかにカーブする。体部外面には短い牛角状の把手がつく。

調整は外面は器面の摩滅が著しいため不明，内面は縦位のヘラケズリ。焼成は良好で，胎

土は砂粒を多く含む。

須恵器

壷（28） 口縁部は一旦外反して立ち上がった後，内湾気味に端部に至る。端部は丸く終

わる。調整は内外面ともロクロナデ。焼成は良好で，胎士は砂粒を多く含む。

甕(29） 体部の一部で外面に細かな格子目状のタタキ，内面に同心円状のタタキを残す。

焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

杯蓋（30．31） 30は天井部から体部にかけて緩やかにカーブし，体部から口縁部にかけ

ては強く屈曲して垂下する。端部は丸く終わる。調整は天井部外面へラケズリ，体部外面

から内面にかけてはロクロナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。31は天井

部から口縁部にかけて緩やかにカーブして下方に続き，端部は丸く終わる。調整は天井部
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内外面ともナデ，体部から口縁部にかけての内外面はともにロクロナデである。焼成は良

好で，胎士は砂粒を少量含む。

杯身（32～34） 32の口縁部受部は外上方にのび， また立上がり部は内傾して直線的にの

びる○体部は緩やかにカーブし，底部との境は比較的明瞭である。底部はやや丸みを持つ。

調整は底部外面がヘラケズリ，内面から体部外面にかけてロクロナデである。焼成は良好

で，胎土は砂粒を多く含む｡33の口縁部の受部と立上がり部はいずれも短く斜上方にのび

る。体部から底部にかけては緩やかにカーブして続き，底部は丸みを持つ。調整は内面及

び体部外面にかけてロクロナデ，底部外面にかけてはナデである。焼成は良好で，胎土は

砂粒を少量含む。34は高台がつく杯身で，底部は平底で，体部は底部からやや内湾気味に

外上方にのびる。底部外面には断面方形のやや外踏ん張りした短い高台がつく。調整は内

外面ともロクロナデ。焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

高杯（35） 脚柱部から脚端部にかけてはラッパ状に開き，端部は短く垂下する。調整は

内外面ともロクロナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

SX2 (第3-10図，図版3-16･ 17)

SX1の西側で検出した段状遺構で，南側ではSX6と重複する。また北側は調査区外

にのびている。平坦面の規模はSX1の北西側幅約3.3mで，西側との段差は20～70cmで

ある。検出した平坦面の中央からやや西側に寄った付近で1.0×1.6mの範囲で焼土が集中

する箇所を検出し，その周辺部から土師器の甕などの遺物が出土した。またSX2の性格

については，柱穴や壁溝などは検出していないものの，焼土の集中する箇所が認められる

ことから，なんらかの屋外作業場的性格をもっていた可能性が考えられる。

出土遺物（第3－20．23図，図版3－31 ．32．36）

土師器

甕形土器（36～38） いずれも口縁部は頸部から緩やかに外反して外上方にのび，端部は

矩形を呈する。体部は頸部から緩やかにカーブして下方に続き， 36は胴長となる。調整は

いずれも器面の摩滅が著しいため不明の部分が多いが， 36．38は体部外面縦位及び斜位の

ハケで， 内面は37がナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。

鉢形土器（39） 口縁部は頸部から屈曲して外上方にのび，端部は丸く終わる。体部は頚

部から緩やかにカーブして下方に続き，底部は平底気味である。調整は口縁部内外面がナ

デであるほかは，器面の摩滅が著しいため不明。焼成は普通で，胎土は砂粒を多く含む。

須恵器
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杯蓋(40) 天井部はやや丸みを持ち，体部にかけては緩やかにカーブして続き， 口縁部

にかけては屈曲してやや内傾気味に垂下する。端部は丸く終わる。調整は天井部外面がヘ

ラケズリで， ほかはロクロナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

壺（41） 口縁部は頸部から強く屈曲して外上方に短くのび，端部は平坦面をなす。体部

は球形を呈するが最大径は中位から上方にあり，外面に浅い1条の沈線が廻る◎底部は丸

底である。調整は外面及び内面の口縁端部から肩部にかけてロクロナデ，内面の肩部から

下方はナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

高杯（42） 脚柱部で，外面に浅い1条の沈線が廻る。調整は内外面ともロクロナデで，

焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

石器

石斧（71） 太型蛤刃石斧で，ほぼ完存している。長さは14cm,幅5.4cmで，重さは447

gである。石質は高田流紋岩（流紋岩質凝灰岩）の可能性がある。

SX3 (第3－11図，図版3－18)

調査区東端付近で検出した段状遺構で，規模は長さ8.5mで，段差は約20cmである。幅

については平坦面が緩やかに傾斜して調査区外に続くため明確ではない。この平坦面では

後述するSElや柱穴を検出したが，柱穴そのものの配置には規則性は認められず，建物

跡とは認定できない。このためSX3の性格については不明といわざるを得ない。

遺物は覆土中から土師器・須恵器が出土した。

出土遺物（第3－21図，図版3－33）

土師器

甕形土器（43～45） 43．44の口縁部は頸部から「く」字状に屈曲して外上方にのび，中

位がやや肥厚し，端部は矩形を呈する。調整は43が口縁部外面ナデ，頸部から体部にかけ

ての外面斜位のハケ， 口縁部内面横位のﾉ､ケ，体部にかけてはナデである。44は外面は器

面の摩滅が著しいため不明，内面は横ナデで， 口縁部下半に横位のﾉ､ケ目が認められる。

焼成はともに良好で，胎士は砂粒を多く含む。45の口縁部は頸部から外湾気味に立ち上が

り，端部は矩形を呈して平坦面をなす。調整は外面は器面の摩滅が著しいため不明，内面

は口縁部は横位のハケ，体部はナデである。焼成は良好で，胎士は砂粒を多く含む。

須恵器

杯蓋（46） 天井部は丸みを持ち，体部にかけては緩やかにカーブして下方に続き， 口縁

－78－
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部は体部から屈曲して垂下する。端部は丸く終わる。調整は天井部外面へラケズリ，体部

外面から内面にかけてはロクロナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。

杯身（47～49） 47．48の口縁部受部は短く外上方にのび，立上がり部は内傾して直線的

にのびる。49の立上がり部はやや内湾気味に短くのびる。体部はいずれも緩やかにカーブ

し下方に続く。48の底部は平底である。調整はいずれも体部外面から内面にかけてロクロ

ナデで， 48の底部外面はヘラケズリである。焼成はいずれも良好で，胎土は砂粒を多く含

む。

腿（50） 体部はやや偏平な球形を呈し，肩部には1条の浅い沈線が廻る。体部中位に円

孔が1か所穿たれている。調整は外面体部上半部ロクロナデ，下半部へラケズリ後ナデで

ある。内面は不明。焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

SX4 (第3-12図，図版3－19a)

SX3の南西側に近接して検出した等高線に平行した段状遺構である｡南西端は「L」

字状になって終わっているが，北東端については明確でない。平坦面の状況は不明確であ

るが，残存部分の状況で長さは約4m,斜面上方側との段差は約50cmである。この平坦面

についてもSX3同様にほかに伴う遺構がないことから,その性格については不明である。

遺物は覆土中から少量の須恵器が出土した。

出土遺物（第3－21図，図版3－33）

須恵器

杯身（51） 口縁部受部は外方に短くのび，立上がり部は内傾して短く上方にのびる。体

部は緩やかにカーブして下方に続き，底部は平底となる。調整は体部外面から内面にかけ

てロクロナデ，底部外面はヘラケズリ後，不定方向のナデである。焼成は良好で，胎士は

砂粒を少量含む。

SX5 (第3-12図，図版3-19b)

SX4の南側，調査区際に位置し，等高線に平行した段状遺構である。段状遺構の北東

端は「L」字状に屈曲して終わっているが，南西端については不明確で，本来の規模は明

確でない。現存での長さは約2.2m,斜面上方との段差は約25cmである。本遺構について

もSX3･4同様に伴う遺構がないことから，その性格については不明である。

遺物は覆土中から少量の須恵器が出土した。

出土遺物（第3－21図，図版3－33）

－80－
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須恵器

高杯（52） 脚柱部はラッパ状に緩やかにカーブして開き，端部にかけては内面がややく

ぼみ，端部は矩形を呈する。調整は内外面とも器面の摩滅が著しいため不明。焼成は良好

で，胎土は砂粒を少量含む。

SX6 (第3-13図，図版3-20)

SX2の南西側に位置する段状遺構である。段状遺構の南西端は「L」字状に屈曲して

終わり， この付近から北東側約2m寄った箇所でSX2に壊されている。現存長は約7.4

m, SX2の平坦面との段差は約15cmである。遺構の南西端付近からは土師器などの遺物

とともに，焼土の集中する箇所を検出した。このことから本遺構に関してはSX2同様，

屋外作業場的な性格の遺構と想定される。

出土遺物（第3－21 ．22図，図版3－33．34）

土師器

甕形土器（53．54） 53の口縁部は頸部から緩やかにカーブして外上方にのび，端部は矩

形を呈する。体部は頸部から緩やかにカーブして下方に続く。調整は体部外面が縦位のハ

ケ調整以外は器面の摩滅が著しいため不明である。焼成は良好で,胎土は砂粒を多く含む。

54の口縁部は頸部から緩やかにカーブして外上方にのびる。体部は緩やかにカーブする。

調整は頸部外面の一部縦位のハケ調整がみられ，体部内面がヘラケズリであるほかは器面

の摩滅が著しいため不明である。焼成は良好で，胎士は砂粒を多く含む。

甑（55） 口縁部は頚部からわずかに屈曲した後外上方にのび，端部は矩形を呈する。体

部は直線的に下方に続き，底部にかけては緩やかにカーブする。体部外面にはやや偏平な

牛角状の把手がつく。調整は体部外面が縦位のハケ目である以外は器面の摩滅が著しいた

め不明である。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。

須恵器

杯蓋（56） 天井部はほぼ平坦で，体部にかけては緩やかにカーブし， 口縁部にかけても

緩やかにカーブする。端部は丸く終わる。調整は天井部外面がヘラケズリ後ナデで，それ

以外はロクロナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。

C.墓擴

SK1 (第3-14図，図版3-21)

調査区最高所からやや南側に下がった斜面で検出した小型の石棺である。南東側の小口

－82－
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はすでに欠失し，北西側小口と側石の一部が残存していた。

石棺の掘方の本来の状況は不明であるが，現存の状況は石材を安定させるために「．」

字状に掘り窪められている。

棺の内法規模は北西側小口幅は34cm,側石はともに約34cm残存している。石棺に使用さ

れた石材は小型の石が多く，基底部に使用された石はいずれも横長に使用している。小口

石と側石との石の当て方は小口石の内側に側石を当てる方法である。また一部には蓋石と

の間隙を充填するための石が認められる。

本遺構に伴う遺物は出土していないため時期については明確ではないが，石材の組み方

など棺の造りが雑なことや小型であることから，古墳時代の石棺と考えられる。

2）その他の遺構と遺物

SK2 (第3-15図，図版3-22)

SK1の南東側約14mの丘陵斜面に位置する小規模で，ほぼ円形の土壌である。土壌の

規模は長径0.81m,短径0.77m,深さ3～33cmで，底面はやや南東側に傾斜している。

土壌底面中央付近から蔵骨器と考えられる須恵器の壷が，やや南東側に傾いた状況で出

土した。壷は口縁部を欠損しているが，中からは多量の骨片が出土した。ほかに出土した

遺物はないが，時期については須恵器の年代観から9世紀頃と考えられる。

出土遺物（第3－18図，図版3－28）

須恵器

壷（19） 口縁部を欠損している。肩部は強く張り，底部にかけては直線的に下がる。底

部との境界はヘラケズリして強く屈曲し，底部は中央がやや上げ底気味となる。調整は体

部外面上半部はロクロナデ，下半部はヘラケズリ後粗いナデ，内面はロクロナデである。

底部外面は内外面ともナデである。焼成は良好で，胎土は砂粒を少量含む。

SE1 (第3-16図，図版3-23)

段状遺構SX3の南西側平坦面で検出した素掘りの井戸である。検出面での掘方の規模

は長軸1.22m,短軸1.06m,深さ1.18mで，平面形は隅丸長方形である。掘方底面は中央

がやや窪んでいるが，曲物などの水溜施設は備えていない。

調査区出土の遺物（第3－22．23図，図版3－34～36）

土師器
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甕形土器（57） 口縁部は頸部から強く屈曲して外上方に外反しながらのび，端部は矩形

を呈する。体部にかけては直線的に続く。調整は口縁部内外面横ナデ，体部外面はナデ，

内面はヘラケズリである。焼成は良好で，胎土は砂粒を多く含む。

椀形土器（58） 体部から底部にかけては緩やかにカーブして下方に続き，底部は平底と

なる。調整は体部外面斜位はハケ調整，内面は横位から斜位のヘラケズリである。焼成は

良好で，胎土は砂粒を多く含む。

須恵器

杯蓋（59～62） 59～61の天井部はやや丸みをもち， 口縁部にかけてはやや外反する。ま

た62の天井部は平坦で，体部から口縁部にかけては緩やかにカーブして続く。調整はいず

れも天井部外面へラケズリ，体部外面から内面にかけてはロクロナデである。焼成は良好

で，胎土は砂粒を多く含む。

杯身（63～68） 63～65の立上がり部は63が直線的に， 64はやや外湾気味に， 65が強く外

湾気味にのびる。63の底部は平底となる。調整はいずれも内外面ともロクロナデ。焼成は

良好で,胎土は砂粒を多く含む｡66～68は高台の付く杯身である。高台はいずれも短く，67

はほぼ垂直66と68はわずかに外側に開く。調整はいずれも内外面ロクロナデで，焼成は

良好であり，胎土は砂粒を多く含む。

高杯（69．70） いずれも脚柱部である。中位には1条の凸帯が巡る。調整はいずれも内

外面ともロクロナデである。焼成は良好で，胎士は少量の砂粒を含む。

石器

砥石(72） 半分を欠損している｡使用面は4面で,石質は無斑晶流紋岩である｡重さは384

9である。

鉄器

鉄鍍（74） 方頭広根斧箭形式の鉄鎌で，全長は10.4cmである。刃部は平造りで薄手とな

る。刃部先端付近の幅は2.6cmで，箆被に向かって直線的に狭まる。茎断面は方形である。

不明鉄器（75．76） 75は刀子状の鉄器で，残存長6.7cm,刃部幅lcmである。棟幅は2

~3nnnで，茎については不明である。76は断面方形の棒状の鉄器で，中空となっている。
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（4）小結

今回の調査においては古墳時代後期の集落跡を検出した。ここでは調査成果を整理して

まとめとしたい。

まず，竪穴住居跡は建替えを含めて7軒検出した。これらの竪穴住居跡はいずれも谷尻

方向に向いた東側斜面に造られている。このうち斜面中位にあるSB1～4は周辺地形が

急峻であることから住居の構築に際して，まず斜面を大きく掘り込み，その排土を斜面側

に盛土することによって比較的広い平坦面を造成し，上屋を構築したと考えられる。

また住居跡の重複関係を見てみるとSB2～4, SB6a ･ 6bの計5軒に重複関係が

認められる。これら重複関係にある住居跡から出土した遺物を比較するとさほどの時間差

は認められず，比較的短期間のうちに建替えが行われたことが窺える。また同時期に3～

4軒の住居が存在したと考えられ， これらが一つの世帯共同体を形成していたと想定でき

よう。近年同地域で発掘調査を実施し，本遺跡と時期的にも大差がない集落を検出した志
（1） （2）

村遺跡や小谷黄幡遺跡でも同様な傾向にあることから，当該期の当地域の生産規模ではこ

のような3～4軒を一つの単位とする集落が一般的であったことが窺えよう。

次に住居の構造についてみると，柱構造が明らかとなっているものについてはすべてが

4本柱構造の住居跡である。また柱穴間の距離を見てみると等高線に沿う方向に柱間が広

くとられており，一応この方向が棟方向であると想定できよう。

次にカマドに注目するとSB1を除いた竪穴住居跡で造り付けのカマドを検出した。S

Blについても試掘溝によって壊された床面で焼土や炭の広がりを確認していることか

ら， カマドが存在したと推定される。これらのカマドの住居内における位置についてはい

ずれの住居跡においても山側の壁の中央付近に造られており，各住居におけるカマドの位

置に共通性が認められる｡このことと住居の棟方向が等高線に沿うこととを併せ考えると，

これらのことが集落の立地に密接に関連したことが考えられよう。またカマドの焚口部の

袖の構造を見ると，石を立てた構造のもの(SB3･4)と，粘土のみで構築したもの(S

B2 ． 5･6a・ 6b) とに二分できる。しかし， これらカマドをもつ住居の構造及び規

模等にはさほど差違は認められず，時期的な違いもほとんどないことから， カマドの構造

面の違いが何に起因するものか明らかでない。

段状遺構の性格については本文中で述べたように, SX2とSX6では焼土等の集中す

る箇所を検出したことから，屋外作業場的な性格が想定されるものの，焼土以外に何等他

の遺構を伴うものでないことから，積極的にこのように解釈することはむつかしく， ここ

では一つの可能性として示すにとどめたい。一方，その他の段状遺構については性格は不
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明である。

最後に本遺跡の成立年代について，住居跡出土の須恵器を中心に検討したい。住居跡出

士の須恵器のうち杯蓋は口径が10～12cmと小さく，天井部から口縁部にかけては緩やかに

カーブし，稜をもたない。また杯身に関しても口径が小さく，器高もさほどないうえ， 口

縁部受け部の立ち上がりも小さくなっている。このような特徴からこれらの須恵器は陶邑
（3）

編年のⅡ－6期にあたり， よって本遺跡の成立年代は6世紀末～7世紀前半頃と考えられ

る。

以上検討してきたように本遺跡では6世紀末～7世紀前半にかけての集落を検出した

が，当該期の集落についての資料は近年増加しつつあるもののいまだに少ない。当該期に

ついては横穴式石室を内部主体とする小規模な古墳が一般的に当地域でも認められる時期

にあたり， このことと集落の成立とは密接に関連したと考えられる。今後相互の状況が明

らかになるにつれて当地域の社会状況の変遷が明らかになると考えられよう。

(註）

(1） 財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「志村遺跡」『山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告』 （Ⅷ） 広島県埋蔵文化財調査センター調査報告瞥第98集平成4 （1992）年

(2） 財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「小谷黄幡遺跡」『山陽自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告』 （Ⅷ） 広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第98集平成4 （1992）年

(3） 中村浩『和泉陶邑窯の研究一須恵器生産の基礎的考察一』 柏書房昭和56 （1981）年
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a.第1主体部東側小口石積状況（北西から）
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a.第2主体部東側小口状況（西から）
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a.第2主体部遺物出土状況（西から）

b. 同上（北から）
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a.第2主体部遺物出土状況（北から）

b.同上（南から）
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a. SB1 検出状況（北から）

b.同上床面検出状況（北から）
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a. SX1 検出状況（西から）
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a.柳原遺跡遠景（西から）

b. 同上調査前近景（東から）
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a. SB1 検出状況（南東から）
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